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浮世絵の版元と出版

H29年度 城西国際大学
後期　コミュニティカレッジ

城西国際大学　生涯教育センター
〒283-8555　千葉県東金市求名1番地
シニア・ウエルネス担当　☎0475-55-7685
受付時間：月曜日～金曜日　9：00 ～17：00（祝祭日除く）

※他にも沢山の講座をご用意してありますのでお気軽にお問い合わせください。

www.jiu.ac.jp
城西国際大学から読者の方へ
耳より情報をお届けします

展覧会のお知らせ

講　座　名 講　師 定員 曜日 日　程 受講料

押し花講座 ふしぎな花倶楽部
森川　友子 15名 水 10/4、18、11/1、15、12/6、20

全6回　10：00～11：30 1回　1,500円

切り絵講座 日本きり絵協会会員
井上　瑞穂 10名 月 10/2、16、11/20、12/4、18

全5回　10：00～12：00 1回　1,500円

墨絵・水彩画講座 蓮池絵画教室
蓮池　孝志 10名 火 水彩画：10/3、17、11/7

水墨画：10/10、24、11/14
全3回づつ

1回 2,000円

中国語講座 本学　国際人文学部
助教　李　穎清 15名 火 10/3～12/19

全12回　15：10～16：40
18,000円

（1回：1,500円）

暮しに役立つ法律
相続・保険等を中心

清和大学講師
山本　英嗣 30名 金 10/6、20、11/17、24、12/8、22、1/19、26

全8回　12：30～14：00 1回　1,500円

絵手紙講座 林　翠 15名 水 10/11、25、11/8、22、12/6、13　
全6回　10:00～12:00 1回　1,500円

▶9月26日［火］〜10月14日［土］

蔦屋重三郎など浮世絵の版元に注目し、作品を通し
て当時の出版と流通について様々な角度から紹介。

関連企画
◆講演会　10月7日［土］　13：30〜15：00

「浮世絵プロデューサーたちの仕事力」
日野原健司氏（太田記念美術館主席学芸員）
図書館3階プレゼンテーションホールにて 
＊聴講無料／要予約
◆ギャラリートーク（展示解説）
9月30日［土］　13：30〜

東金が生んだ文人　安川柳渓
▶11月4日［土］〜12月2日［土］

城西国際大学水田美術館
〒283-8555 千葉県東金市求名1番地　☎0475-53-2562
http://www.jiu.ac.jp/museum

開館時間：10：00～16：00
休館日：日曜日（11月5日は開館）、月曜日、祝日
入館料：一般300円、高校生以下無料

関連企画
◆ギャラリートーク（展示解説）　11月11日、18日［土］　13：30〜

東金市福俵出身の文人・安川柳渓（1819 ～ 98）の書画を展示し、
地元名士との交流とともにその画業を紹介。

三代歌川豊国《今様見立士農工商　商人》部分、大判錦絵三枚続、
安政4年（1857）、太田記念美術館蔵

《名花十友図》絹本着色、明治13年（1880）、個人蔵
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表紙　「青空おはなし会」
　東金図書館では、11月19日（日）に開催
される東金市産業祭で中央公園を会場に青
空おはなし会を行います。時間は10時から
と12時でそれぞれ30分程度、絵本の読み
聞かせや紙芝居を行います。青空の下で聞
く読み聞かせは開放感いっぱいで気持ちが
良いこと請け合いです。みんな集まれ〜。

2城西国際大学ニュースレター
4東金文化会館イベント情報
6山武市文化会館イベント情報
8イベント＆タウン情報

インフォメーション

11 散歩道「山武地域にあるカントリーサインの旅」

15 とうがね歴史ばな史

16 リーフノベル「喜劇」高安義郎

17 ポエムの窓「雪」市村幸子

18 子どもの本箱 第 58 回 佐藤真理

19 学びの扉  第 7 回 福岡小学校

好評連載

20 サークル情報 市内公民館編

23 気になる街角

24 読者プレゼント

お楽しみページ ※ 記載もれがありましたらご連絡ください。
連絡先 TEL 0475-50-1187  FAX 0475-50-1294

秋の観察会　成東・東金食虫植物群落　　成東・東金食虫植物群落を守る会　☎0475-82-4871
http://plants.sammu.info/
食虫植物をはじめとする様々な貴重な植物が生息する。ボランティアガイドの人たちが解説してくれる。
10月22日（日）午前10時〜　管理棟前（午前9時30分から受付開始）参加費無料　小雨決行3

syogai
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入場無料

お問い合わせは ☎0475-55-6211
 http://www.tobunspo.or.jp

東金文化会館
イベント情報

① QRコード読取り機能のある携帯電話をお持ちの方は、右のQRコードを読取ってください。
② メール送信画面となりますので、そのままメールを送信してください
③ メルマガ登録用メールが届きますので、必要事項を入力して送信してください。→登録完了です。

※年会費・登録料無料（通信料のみお客様負担）
※ 携帯電話メールアドレスをお持ちの方のみ登録できます。

～東金文化会館チケット発売情報などをいち早くお届けします。～
携帯メルマガ配信中！

メルマガ会員特典ありメル
マガ

下記アドレスに空メール〔題名（件名）、
本文を何も入力しない〕を送って下さい。
merumaga-toganebunka@mhai.Jp

第52回 山武郡市吹奏楽祭 第8回 東金市小・中学校音楽発表会
～ひびけ!!きらめけ!!東金っ子ハーモニー～

共催事業

高嶋ちさ子12人のヴァイオリニスト
「Best Classics Harmony」

山武郡市内の吹奏楽団体が出演！
中学校、高等学校、一般まで幅広い
年齢層の様々な団体が出演します。
地元の吹奏楽の祭典に、ぜひご来場
ください！

ゲスト：東京ブラスコンコード

11
12
（日）

共催事業

カティア・カルデナル コンサート 第33回　つくも合唱祭
10
15
（日）

ユニヴァーサル・スタジオとイルミネーション・
エンターテイメントが贈る『怪盗グルー』シリー
ズの最新作!!
シリーズ史上最大のスケールで繰り広げられ
る、笑いと、興奮と、感動の物語！

【出演】声の出演：笑福亭鶴瓶、芦田愛菜、
　　　　　　　 中島美嘉、須藤祐実　他

【監督】カイル・バルダ

10
29
（日）

①10：00～　②12：10～　③14：20～　大ホール（上映時間90分）
全席自由　当日券のみ　※各回入れ替え制
一　般（高校生以上）  1,300円　→　割引券持参1,100円
シニア（60歳以上） 　1,100円　→　割引券持参1,000円
小人（3歳～中学生）　1,000円　→　割引券持参　800円

9：45開演　
大ホール

主催：東金市教育委員会
東金市小中学校校長会

（公財）東金文化・スポーツ振興財団
主幹：東金市音楽研究部

11
8
（水）

12：15開演
大ホール

10
18
（水）

共催事業
映画 「怪盗グルーのミニオン大脱走」

高嶋ちさ子が自らプロデュース、“観ても、
聴いても、美しく、楽しいヴァイオリン
アンサンブル”というコンセプトのもと立
ち上げた「高嶋ちさ子12人のヴァイオリ
ニスト」。クラシックの名曲、オリジナル
曲、映画音楽等、多彩なプログラムを予
定しております。楽しいトークと華やか
なパフォーマンスを交えた人気のステー
ジをお楽しみください。

10
28
（土）

14：30開演　大ホール
全席指定　前売5,000円／当日5,500円
チケットプレイガイド　A　残券僅少
※販売状況にご注意ください。
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。

12：30開演　大ホール

地元の合唱団をはじめとする多くの合唱団が集まり、
女声合唱、男声合唱、混声合唱等、様々なハーモニー
をお届けします。

入場無料
18：30開演　大ホール
全席指定　5,700円
チケットプレイガイド　A・J　残券僅少　※販売状況にご注意ください。
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。

ニカラグアを代表する歌姫カティア・カル
デナルが待望の初来日。

【出演】
カティア・カルデナル（歌手）
ニーナ・カルデナル（ギター）
ラ・クネータ（ギター、ベース、ドラムス、
キーボード、マリンバ、歌手）

入場無料

東金市内の小・中学校全13校が集い、合唱、
合奏、金管合奏、吹奏楽、アンサンブルな
ど様々な編成で演奏します。
各校の代表生徒による力強い演奏をお楽し
みください。

過去の吹奏楽祭より

©Universal Studios

昨年の合唱祭より

東金わくわく商品券が発売されます！
東金市限定のプレミアム付き商品券が10月14日〜10月16日の3日間で発売されます。

販売会場は東金市中央公民館と道の駅みのりの郷東金。（販売時間：午前10時〜午後5時）
各日とも販売冊数に限りがあります。お問い合わせは東金商工会議所（☎0475-52-1101）まで。 44



【特別ゲスト】　ドナ・バーク
　　　　　　　ジェフリー・トランブリー

【出演】
TO-BUNクリスマス合唱団、TO-BUNクリスマスジュニア合唱団
千葉県立東金高等学校声楽部、千葉県立幕張総合高等学校合唱団 
ピアノ：篠原栄子、土屋紀元、オルガン：内田光音、チャイム：野口彩乃
コントラバス：倉持敦、ギター：植木ひさし、ドラム：高崎洋平

東金文化会館プレイガイド ※公演によってプレイガイドは異なります。アルファベットにて参照してください　
※ プレイガイドによって購入方法が異なりますのでご注意ください

チケットをプレゼントします。応募方法は裏表紙をご覧ください。

Ａ 東金文化会館 ☎ 0475-55-6211
Ｂ サンピア総合案内所 ☎ 0475-54-3511
Ｃ 多田屋サンピア店 1F ☎ 0475-52-6661
Ｄ 福屋書店 ☎ 0475-54-1730
Ｅ 成東文化会館のぎくプラザ ☎ 0475-82-5222

Ｆ さんぶの森文化ホール ☎ 0475-80-9700
Ｇ 大網白里アミリィ 1F 吉井クリーニング ☎ 0475-73-2178
Ｈ 晶光堂茂原アスモ店 ☎ 0475-23-8585
Ｉ 丸越楽器横芝店 ☎ 0479-82-6326
Ｊ MIN-ON インフォメーションセンター ☎ 03-3226-9999

プレゼント

【特別ゲスト】萩原かおり（ソプラノ）

創 部94年 の 歴 史を持ち、
古賀政男など多くの音楽家
を輩出した明治大学マンド
リン倶楽部。懐かしくも新
しい魅惑のハーモニーを、
どうぞお楽しみください。

九十九里在住の夫婦アコースティック
デュオ「かのんぷ♪」が贈る、家族や大
切な人と聴きたいハートフルサウンド
♪

【出演】
かのんぷ♪中村里衣・中村大介
ギター：大和田亮、ベース：阪谷直己
パーカッション：中丸達也
ヴァイオリン：渡邊達徳、森下由貴
ヴィオラ：佐藤彩音、チェロ：三原香璃

共催事業
劇団サンブステップス

NEW YEAR CONCERT

今回の深沢亮子ピアノ・リサイタルは、在京主要オーケストラの首席奏
者と共に、モーツァルトやベートーヴェンの五重奏曲等のプログラムを、
お贈りします。ソロ、アンサンブル、美しい音の響きをお楽しみください。

【出演】 【出演】

共催事業　第12回
明治大学マンドリン倶楽部

東金チャリティーコンサート

11
23
（木・祝）

17：00開演 大ホール
全席自由　一般2,000円／小学生～高校生1,000円
チケットプレイガイド　A～I
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。
好評発売中

コーラスに包まれる午後のひととき、
　　ハートウォーミング・クリスマス

クリスマスに聴きたい名曲の数々をお
届けします。

12
23
（土・祝）

14：30開演　大ホール
全席自由　1,000円
チケットプレイガイド　A～I　好評発売中

14：00開演　小ホール
全席自由　2,000円
チケットプレイガイド　A～I　　10月14日（土）前売開始
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。

【出演】
劇団サンブステップス Members

歌とダンスが盛りだくさん！
こどもから大人まで楽しめるミュージ
カルナンバーの数々を、劇団サンブス
テップスMemberがお届けします！

開演　1回目14：00　2回目18：00
ホール特設ステージ
全席自由　1,000円
チケットプレイガイド　A
11月中旬前売開始予定

12
3
（日）

17：30開演 小ホール
全席指定　前売2,000円／当日2,500円
チケットプレイガイド　A～I
0歳児から入場可。お席が必要な方は上記料金がかかります。
好評発売中

東金文化会館四季彩（いろどり）コンサートー冬ー

TO-BUN クリスマスコンサート

共催事業　第12回
かのんぷ♪すまいるコンサート

昨年のミュージカルショーより

国府弘子の『ラプソディ イン ブルー』with弦楽アンサンブル、川井郁
子の情熱的なヴァイオリン、ジャンルを超えたふたりの女神の熱演。

18：30開演　大ホール
全席指定　1階席　一般2,500円／高校生以下1,500円
　　　　　2階席　一般2,000円／高校生以下1,000円
※宝くじの助成により、特別料金となっています。
チケットプレイガイド　A～I　11月18日（土）前売開始
未就学のお子様のご入場はご遠慮願います。

12018年

14
（日）

東金文化会館開館30周年記念事業
宝くじ文化公演
国府弘子×川井郁子 スペシャルコンサート
～東京オーケストラMIRAIと共に～

32018年

9
（金） 東金文化会館開館30周年記念事業

東金青年の家開所45周年記念事業
深沢亮子 ピアノ・リサイタル
　～管楽器と共に～

12018年

28
（日）

川井郁子（ヴァイオリン）国府弘子（ピアノ） 東京 MIRAI（室内管弦楽） 深沢亮子（ピアノ）金子亜未（オーボエ）藤井洋子（クラリネット）吉田将（ファゴット）日橋辰朗（ホルン）

湖畔の観月会（十三夜）　（東金市商工観光課内）東金市観光協会　☎0475－50－1142　　https://www/toganekanko.jp/
八鶴湖畔を会場として行われる秋の観光イベント。今年の十三夜は11月1日（水）です。当日はYASSA Comachiライブやプロジェクションマッピング、抱朴会に
よるお茶会などが行なわれます。会場は八鶴湖畔にある最福寺。詳細は観光協会ホームページ・フェイスブックをご確認ください。55
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第19回アンサンブルジョイントコンサート11
4
（土）

14：00開演
成東文化会館　ホール
全席自由

アマチュアバンドコンサート
inさんぶの森

11
12
（日）

12：00開演
さんぶの森文化ホール
全席自由

エスペン・バルグ・トリオ
　withシリエ・ネルゴール
プレミアム・ジャパン・ツアー2017

11
23
（木・祝）

15：00開演
成東文化会館　ホール
全席指定
一般　　　　3,000円
高校生以下　1,500円
親子膝上席　2,000円

お問い合わせは　成東文化会館 ☎0475-82-5222
 さんぶの森文化ホール ☎0475-80-9700

山武市文化会館
イベント情報

私には、死ぬまでにするべきことがある―。
突然、余命2 ヶ月を宣告された母。それでも持ち前の明るさと強さで立
ち上がり、「絶対にやっておくべきこと」を決め実行していく。死に行く
母が家族をつないでいく、家族の愛の物語。

映画
「湯を沸かすほどの熱い愛」

11
25
（土）

上映時間　第1回　10：00～
　　　　　第2回　14：00～
成東文化会館　ホール
全席自由　500円（当日700円）
チケット発売中

【出演】SOLO-DUO（矢幅歩
＆ギラジルカ）ほか
どなたでも楽しんでいただけ
るライブです!

今年も公募で集まった地域の皆
さんによるコンサートを開催し
ます。年齢・ジャンルを超えた
他に類をみないアンサンブルの
祭典を開催します。

公募10組のアマチュアバンドがさんぶの森へ集結します！
熱いライブをお楽しみください。

サロンコンサートvol.185
Song　for　Tomorrow

～明日へとつなぐ歌・ストリングスとともに～

10
20
（金）

19：00開演
成東文化会館
エントランスホール
全席自由　1,000円
チケット発売中

サロンコンサートvol.186
中島あきはJAZZ　LIVE

11
17
（金）

19：00開演
成東文化会館
エントランスホール
全席自由　1,000円
チケット10月20日（金）発売予定

入場無料入場無料

【出演】アンサンブル リガーレ　ほか
クリスマスソングを中心にお送りします。 

サロンコンサートvol.187
クリスマス・スペシャルステージ
～共に楽しむポップでクラシカルなひととき～

12
15
（金）

19：00開演
成東文化会館
エントランスホール
全席自由　1,000円
チケット11月17日（金）発売予定

11
3 〜8

（金） （水） 第55回
山武市菊花展

菊苗プレゼント&
菊鉢抽選会も開催！
大輪菊大鉢の3本立て、丈を低く
仕立てた3本立ての「だるま」、1
本仕立ての「福助」、「木付仕立て」、

「懸崖」など多数展示予定。

9：00～16：00　＊最終日は15：30終了
成東文化会館　前広場
入場無料

【出演】中島あきは　ほか
ジャズアルトサックス奏者・中島あきは
のジャズライブです。

ノルウェーの国民的歌姫、シリエ・ネルゴールと、先進的なジャズユニッ
ト、エスペン・バルグ・トリオの初のコラボ公演が決定！

©MATHIAS BOTHOR©Beintà a Torkilsheyggi

東金市観光協会ホームページ　https://www/toganekanko.jp/　　フェイスブックhttps://www.facebook.com/toganekanko/
東金市の観光イベントや名所・史跡などの情報を掲載しています。フェイスブックも始めましたので、東金を楽しむならどちらも要チェックです。

6
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平成29年度　優秀映画鑑賞事業
「日本名作映画祭」

優れた映画を鑑賞していただくとともに、映画保存
への理解を深めていただくことを目的に、文化庁と
東京国立近代美術館フィルムセンターと共同で主催
して行っています。スクリーンを通して映像芸術の
原点となる映画の素晴らしさを感じてみませんか。

【主　　催】 山武市成東文化会館／文化庁／東京国立
近代美術館フィルムセンター　

【特別協賛】木下グループ
【協　　力】株式会社オーエムシー　
【企　　画】シネフィルのぎく

成東文化会館　ホール
全席自由　入場料各部500円
第1部  ①めし（10：00～）   ②おかあさん（12：00～）
第2部  ①流れる（15：00～）②乱れ雲（17：10～）

みんなのコンサート

「日頃練習しているが発表の場がない・・・」
「一度ステージで演奏してみたい！」
そんな皆さんの晴れ舞台です。

未定
成東文化会館ホール
全席自由

サロンコンサートvol.188
キャトルセゾン ニューイヤー コンサート

【出演】馬場祐太、古谷円佳、涌嶋貴之、高知尾和規ほか
サクソフォーンの魅力をフレッシュなサウンドでお届けします。

19：00開演
成東文化会館
エントランスホール
全席自由　1,000円
チケット12月15日（金）発売予定

山武市文化会館プレイガイド一覧［山武市文化会館 http://www.city.sammu.lg.jp/site/sammushibunkakaikan/］

チケットをプレゼントします。応募方法は裏表紙をご覧ください。

成東文化会館のぎくプラザ ☎ 0475-82-5222
東金文化会館 ☎ 0475-55-6211
読売新聞 YC 成東 ☎ 0475-82-0606
丸越楽器横芝松尾店 ☎ 0479-82-6326
街波通信社

さんぶの森文化ホール ☎ 0475-80-9700
道の駅「オライはすぬま」 ☎ 0475-80-5020
ルバーブ（東金市） ☎ 0475-53-2323
ウエーブワン（東金市） ☎ 0475-55-0289
大網白里アミリィショッピングセンター 1 階クリーニング店よしい ☎ 0475-73-2178（http://www.machi-nami.com/ticket-1/）

プレゼント

入場無料

入場無料

クリスマスホリデーさんぶの森ふれあいコンサート
vol.11 New Year Concert2018

【出演】小林史佳（ソプラノ）、 青木萌（クラリネット）、石田万紀（ピアノ）

3人の地元女性アーティストによる、ニューイヤーコンサートです。
2018年の聴き初めも「さんぶの森文化ホール」で！

【出演】川嶋哲郎（Sax）、ジュニアウ
インズ、成東高校吹奏楽部  　

ほか
ハートウォーミングなクリスマスコ
ンサートをお届けします

12
17
（日）

14：00開演
さんぶの森文化ホール
全席自由

15：00開演
成東文化会館　ホール
全席指定　一般　　　　3,000円
　　　　　高校生以下　1,000円
　　　　　親子膝上席　2,000円
チケット発売中

入場無料

ずっと一緒に暮らしていた父、なかなか会えない母、
すべての想いを島唄に込めて、少女は別れを告げる。
沖縄本島から東へ360kmにある絶海の孤島・南大東島の子供たちは高
校進学のため、15歳で島を出て家族と離れて暮らさねばならない。
少女民謡グループ“ボロジノ娘”たちは毎年、メンバーの入れ替えがある。
中学を卒業する春、多くの人々の前で南大東島の島唄「アバヨーイ」を家
族への想いをこめて歌い、島を離れる15歳の節目の年でグループを卒
業する。
実話をもとに練り上げられたオリジナル作品。

18：00上映
成東文化会館　2階視聴覚室
全席自由

12018年

20
（土）

12018年

19
（金）

22018年

24
（土）

12018年

20
（土）

12018年

6
（土）

のぎく名画座
「旅立ちの島唄～十五の春～」

辺田方ミュージックアワー開催中！
東金発のアイドル『YASSA Comachi』をはじめ、市民劇団辺田方座、新ユニット『YASSA Comachi Upper’s（アッパーズ）』など、
多彩なメンバーで毎月第3土曜日に歌とトークで東金の情報を発信しています。
会場はUBOX YASSA Comachiサテライト（東金市東金1187-1）、時間は18:00より、入場無料です。7
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イベント＆タウン情報
Event & Town Information

平成29年度　東金こども科学館　親子で遊べる科学＆工作教室

東金黒豆みそ祭り＆道の駅 みのりの郷東金　感謝祭

申込み＆問合せ▶公益財団法人 東金文化・スポーツ振興財団　東金こども科学館　☎0475-55-6211（東金市八坂台1丁目2107-3）

　お電話でお申込み下さい。申込受付は開催日の3 ヶ月前からで定員を超えた場合は2週間前に抽選し当選者へ電話連絡します。落選者への連絡は
しません。定員に満たない場合でも電話連絡します。
●印の活動は平成29年度「子どもゆめ基金（独立行政法人国立青少年教育振興機構）助成活動」です。止むを得ず計画変更をする場合があります。
受付開始日 開催日 活動名
7/28（金） 10/28（土） ●科学実験教室「ドライアイスで遊ぼう！」（夢化学実験隊）50円　13:30　30名　第二会議室
8/18（金） 11/18（土） ●科学工作教室「空飛ぶ種を作ろう！」（夢化学実験隊）50円　13:30  30名　第二会議室
9/2（土） 12/2（土） ◦パソコン教室「年賀状を作ろう！」　無料 　　①9:30②13:30 各10名　　  東金こども科学館
9/9（土） 12/9（土） ●科学工作教室「備長炭電池を作ろう！」（夢化学実験隊）50円　13:30　30名　第二会議室
9/16（土） 12/16（土） ●科学実験教室「泥水をきれいにしよう！」（夢化学実験隊）50円　13:30   30名　第二会議室
10/13（金） 1/13（土） ●科学実験教室「人工イクラを作ろう！」（夢化学実験隊） 50円　13:30   30名　第二会議室
10/20（金） 1/20（土） ●科学工作教室「プクプク入浴剤を作ろう！」（夢化学実験隊）50円　13:30　30名　第二会議室
11/24（金） 2/24（土） ◦パソコン教室「虫型ロボットプログラム競技会」　無料　13:30　10名　科学館

　　　　　　　　　　　　　　東金黒豆みそ祭り　
　東金市の歴史として受け継がれてきた「味噌発酵の文化」の継承お
よび発展を目的として、東金黒豆みそ鍋の会が「黒豆みそ祭り」を開
催します。当日は、黒豆みそを使用した料理やデザートを販売する
ほか、メインイベントとして「東金みそ汁グランプリ」を開催します。
ここでは、地域食材を活用した新作のみそ汁や健康・食育などを基
本に作る創作みそ汁など、様々なみそ汁を味わえます。
　ご家族、ご友人をお誘いの上、是非ご来場ください。

日　　時▶11月4日（土）
　　　　　午前9時〜午後4時
場　　所▶道の駅みのりの郷東金

　　　　　　　　　　　　　　2周年感謝祭
　また、みのりの郷東金では、道の駅登録2周年記念イベントとして、
下記のとおりお客様感謝祭を開催します。是非、お立ち寄りください。

①直売所東金マルシェ内　全商品10％割引セール
開 催 日▶11月3日（金）〜11月5日（日）

②緑花木市場商品券プレゼント
　緑花木市場にて1万円お買い上げごとに、緑花木市場にて使用可能の
商品券500円分をプレゼント！
開 催 日▶11月3日（金）〜11月12日（日）
使用期限▶12月31日（日）まで

　文化・芸術の秋です。今年も文化展・文化芸能大会を東金文化会館で開催します。
力作ぞろいの展示や、舞台での日ごろの練習の成果をご覧ください！

文　化　展
　手工芸・書道・写真・陶芸・絵画・文芸等が一堂に展示されます。また、体験コーナー
やお茶会も行われます！
日　　時▶11月3日（金・祝）〜11月5日（日）
　　　　　午前10時〜午後4時30分（最終日の終了時刻は未定です）
場　　所▶東金文化会館　小ホール・展示室他　
　　　　　　　　　　　　　　文化芸能大会　
　フラダンス・舞踊・ダンス・演奏等、様々な団体が一日限りの大集結！ちびっ子から
大人まで大活躍します！
日　　時▶11月3日（金・祝）　
　　　　　午前9時30分〜午後5時頃
場　　所▶東金文化会館　大ホール　　

ご来場お待ちしております！

平成29年度　東金市文化展＆文化芸能大会
問合せ先▶東金市生涯学習課　☎0475-50-1187

★「おもちゃの病院」毎月第2、4日曜日　13:00〜15:30　修理部品代実費がかかります。ボランティア募集中！

問合せ先▶黒豆みそ鍋の会　☎52-3168　
　　商工観光課　☎50-1155

東金郷土史ミュージカル「UKIFUNE OF HEAVEN」公演
市民劇団「辺田方座」による東金ゆかりの人物をモチーフにした郷土史ミュージカル「UKIFUNE OF HEAVEN」が公演されます。

公演は11月4日（土）①13:00〜②18:00〜、11月5日（日）①11:00〜②15:00〜
会場は東金商工会館。チケットは前売・当日500円。お問合わせは東金商工会議所（☎0475-52-1101）まで。 8



イベント＆タウン情報
Event & Town Information

親業訓練講座（入門講座）
日　　時▶12月8日（水）・15日（水）の2日間　9:15〜12:15
場　　所▶市役所5階会議室
講　　師▶齋藤　ひとみ（親業訓練インストラクター）
募集定員▶25名（申込み多数の場合は抽選）
費　　用▶無料
締 切 り▶11月24日（金）
託 児 所▶託児所を設けます。申し込みの際に受付いたします。
内　　容▶ 子どもの気持ちを上手に引き出す方法や親の愛情を上手に伝

える方法などを体験的に学びます。
申し込み▶ 上記生涯学習課まで。（記入事項＝『親業訓練講座申込』　氏

名、住所、電話番号、託児の有無）

生涯学習課講座のご案内
問合せ先▶生涯学習課　☎0475-50-1187　FAX0475-50-1294

メール▶syogai@city.togane.lg.jp
問合せ先▶東金図書館　☎0475-50-1190
メール▶tosyokan@city.togane.lg.jp

東金市図書館イベント

親子でたのしむおはなし会
日　　時▶平成29年10月24日、11月7日、21日、12月5日、19日、
　　　　　平成30年1月23日、2月6日、20日　全8回 （すべて火曜日）
　　　　　10：00〜10：30
場　　所▶図書館2階会議室
内　　容▶絵本の読み聞かせ、手遊び、絵本の紹介
対　　象▶2〜3歳のお子さんとその保護者
　　　　　（なるべく全回に参加できる方）
定　　員▶20名 
申込方法▶来館または電話にて

冬のおたのしみ会
日　時▶12月10日（日）
　　　　午前の部10：00〜10：30　午後の部14：00〜
場　所▶図書館2階会議室
内　容▶午前の部…マジックショー、
　　　　午後の部…人形劇の上演
対　象▶小学生位まで
※申込み不要です。直接会場へお越し
ください。

日　　時▶11月19日（日）　9:00〜14:00
場　　所▶東金市役所駐車場
　地元の生産者と消費者がふれあう農商工業の祭典「東金市産業祭」が今
年も開催されます。地元の皆さんが丹精込めて育てた農林産物の直売や
商工業製品の即売会を始め、つきたて餅のお雑煮・お汁粉の無料配布、
EGフープバトル世界選手権大会など、様々な催し物をご用意して皆様
をお待ちしております。
　皆様、どうぞお誘い合わせの上お越しください。

※ 当日は指定の来場者駐車場以外は駐車禁止になりますので、ご注意く
ださい。

※ 内容は事情により変更する場合がございますので詳細は11月1日・
15日号広報とうがねをご覧ください。

※お買物の際は、マイバッグ持参にご協力ください。

第27回 東金市産業祭
問合せ先▶東金市産業祭実行委員会事務局（東金市農政課）

☎0475-50-1138

日　時▶平成29年11月11日（土）、12日（日）　9：00〜14：00
内　容▶ 【イベントの部】いも掘り体験（有

料）、ミニ動物園、スタンプラリー、
千葉農大抽選会、チーバくん来校等

　　　　【展示・発表の部】
　　　　専攻教室展示及び卒論パネル紹介
　　　　【販売の部】農産物の販売
　　　　【模擬店の部】
　　　　専攻教室や部活動による出店
会　場▶ 千葉県立農業大学校（〒283-0001　東金市家之子1059）
　本年も「社稷祭（学園祭）」を行います。恒例のいも掘り体験（有料）、ミ
ニ動物園、スタンプラリー、卒論パネル紹介のほか、千葉農大抽選会な
どお子様も大人も楽しめる催しを予定しています。
　もちろん、農産物の販売も行います。生徒が丹精込めて作った新鮮な
野菜、果物、花、加工品等をお買い上げください。農業大学校生一同ご
来場を心よりお持ちしています。　　　（農業大学校社稷祭実行委員会）

交通アクセス
◦ JR東金駅下車、「東金駅入口」

バス停からちばフラワーバス
「成東駅」行きに乗り「家の子」
で下車、徒歩約10分 

◦ JR成東駅下車、ちばフラワー
バス「千葉駅」行きに乗り「家
の子」で下車、徒歩約10分

◦JR求名駅下車、徒歩約30分

第38回 県立農業大学校  社
し ゃ

稷
しょく

祭
さ い

（学園祭）

問合せ先▶農業大学校　☎0475-52-5121
ホームページ▶http://www.pref.chiba.lg.jp/noudai/

○文

○文

○文

○文○文

ちばフラワーバス
「家の子」バス停

東金青年の家

千葉県立農業大学校

城西国際大学

千葉
学芸高

東金商高

バイパス

国道12
6号

「東金駅入口」東金高校

至大網

至成東

至成東

砂
押
県
道

東金駅
求名駅

至千葉

東小学校

EGフープ世界選手権大会開催！
東金市産業祭当日、会場内でEGフープ世界選手権が開催されます。お互いフラフープを回しながらぶつけ合い、相手のフープを落とした方が勝ちとなります。
個人戦と今大会から3人制の団体戦が行なわれ、優勝者にはEGフープ世界一の称号が贈られます。
事前の参加申込が必要です。お問い合わせは東金商工会議所（☎0475-52-1101）まで。9



 

 

 

イベント＆タウン情報
Event & Town Information

平成29年　東金アリーナ教室事業案内
申し込み・問合せ先▶東金アリーナ　☎0475-50-1715

ホームページ▶http://www.togane-bunspo.or.jp/arena　Eメール▶arena@togane-bunspo.or.jp

※各教室では、運動のできる服装・汗拭き用タオル・水分補給用飲み物等をご持参ください。
※募集は広報・東金アリーナHPなどでお知らせ致します。　開催の途中でも定員に満たない場合は、参加可能です。
※上記、詳細変更になる場合があります。

◦あすなろチャレンジ・アップクラブ（午前・午後クラス開催）　◦キレイになるヨガ教室　◦かんたんステップ教室　
◦ダンベルエアロビクス教室　◦初心者の為のアリーナ太極拳　◦初級マットピラティス教室　◦初めてのフラダンス教室
◦青竹体操教室　◦はじめてアリーナ元気塾　◦スポーツ吹矢教室（木曜・土曜クラス開催）　◦触覚ボール・セルフケア教室
◦シニアの為のヨガ教室　◦100転体操教室　◦シニア卓球教室　◦初級エアロビクス教室　
◦中級エアロビクス教室　◦フレッシュバレーボール教室

太極拳教室、ノルディックウォーキング教室、キッズ空手教室、健康ヨガ教室、
ボディーケアセルフ教室、東金Jrフットサル教室が開催されています。詳細は、
お問い合わせください。

JR東日本「駅からハイキング」 【学生駅ハイ】いざ東金へ！～歩いて感じる東金の歴史～

平成29年度　「東千葉スポーツクラブ教室事業案内（東金アリーナ共催事業）」

問合せ先▶「駅からハイキング」事務局　☎03（5719）3777
駅からハイキングHP：https://www.jreast.co.jp/ekihai/

申し込み・問合せ先▶東千葉スポーツクラブ　☎0475-52-6020 　月～土　10:00 ～ 19:00
Eメール▶info@hc-sports.or.jp

　JR東金駅を起点とした、東金の歴史を感じられる参加費無料のハイ
キングイベントを開催します！
　東金高等学校山岳部が考えたコースで、当日は複数のスポットでガイ
ドを行います。また、人数限定でガイド付きの特別なハイキングにご参
加いただけます。他にも、同校の箏曲部による演奏披露や、ノルディッ
クポールの無料レンタルと体験会、駅周辺ではセントラルパーク市民
の会による甘酒のおもてなし、市内外の飲食店による「駅ハイ東金マル
シェ」を開催！
　東金の地に残った数々の先人の足跡をたどる歴史探訪、自然や運動が
好きな方も是非お越し下さい。
日　　時▶11月18日（土）
申し込み▶不要。当日直接受付にお越しください。
受　　付▶8：30〜11：40
受付場所：東金駅改札横（歩行距離：約8km）

 
東金市青少年相談員連絡協議会　みんなで学ぼう防犯教室

問合せ先▶生涯学習課　☎0475-50-1205　FAX0475-50-1294
Eメール▶syogai@city.togane.lg.jp

日　　時▶10月29日（日）　14：00開会（参加無料）
場　　所▶東金青年の家体育館
内　　容▶防犯のお話
対　　象▶東金市内在住の小学生・就学前児童とその保護者
　　　　　（小学3年生以下は保護者同伴が必須）
持 ち 物▶上履き
定　　員▶50組（応募者多数の場合抽選）
申込方法▶ 件名「防犯教室参加申込み」と明記し、氏名（ふりがな）・

学校名・学年・年齢・住所・電話番号を記載して、Eメー
ル又はFAXでお申込ください。

申込期限▶10月18日（水）　17：00まで

東金市いちご狩り情報①　道の駅みのりの郷東金
12月16日（土）からいちご狩りが始まります。品種はチーバベリー、真紅の美鈴（黒いちご）、かおり野など5種類。

入場は予約優先で、30分食べ放題。3歳以下は無料です。予約は電話・ネット・店頭のいずれかで出来ます。
予約・お問い合わせは道の駅みのりの郷東金（☎0475-53-3870）まで。 10



カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
の
旅

山
武
地
域
に
あ
る

散
歩
道

連
載
　
さ
ん
ぽ
み
ち

　

文
・
鑓
田
千
尋

　
み
な
さ
ん
は
「
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
」
っ
て
ご
存
知
で

す
か
？
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
と
は
、
主
に
道
路
沿
い
な
ど

に
設
置
さ
れ
て
い
る
標
識
で
、
都
道
府
県
や
市
町
村
の
境

界
部
分
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
都
道
府
県
名
や
市
町
村
名

の
み
が
書
い
て
あ
る
パ
タ
ー
ン
や
、
都
道
府
県
章
・
市
町

村
章
と
組
み
合
わ
せ
て
い
る
パ
タ
ー
ン
、
名
物
等
の
シ
ン

ボ
ル
等
の
イ
ラ
ス
ト
と
組
み
合
わ
せ
て
い
る
パ
タ
ー
ン
と

様
々
な
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
。
特
に
北
海
道

の
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
は
、
北
海
道
の
１
７
９
全
市
町
村

が
イ
ラ
ス
ト
を
用
い
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
す
。

　
さ
て
、
東
金
市
に
も
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
は
あ
り
ま
す

が
、
境
界
部
分
に
よ
っ
て
い
く
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る

の
で
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
東
金
市
と
他
市
町
と
の
境
界

部
分
に
あ
る
、
東
金
市
の
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
を
一
部
紹

介
し
ま
す
！
な
お
東
金
市
の
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
は
、
ほ

と
ん
ど
が
山
武
土
木
事
務
所
が
管
理
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

①
国
道
１
２
６
号
線

（
山
武
市
と
の
境
界
部
分
）

　
こ
の
道
は
「
東
金
バ
イ
パ
ス
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
道
で
、
⑨

の
境
界
部
分
か
ら
山
武
市
の
境
界
部
分
ま
で
続
く
車
通
り
の
多

い
道
で
す
。
た
く
さ
ん
の
お
店
が
あ
り
ま
す
が
、
東
金
の
道
の

駅
で
あ
る
「
み
の
り
の
郷
東
金
」
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
こ
の

道
の
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
は
、
城
西
国
際
大
前
の
十
字
路
を
過

ぎ
て
山
武
市
方
面
に
少
し
向
か
っ
た
場
所
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

場
所
で
は
、
市
の
名
前
・
市
の
紋
章
・
そ
し
て
市
の
花
で
あ
る

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
イ
ラ
ス
ト
が
載
っ
て
い
る
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ

ン
で
す（
写
真
1
）。東
金
市
と
山
武
市
を
つ
な
ぐ
国
道
の
た
め
、

大
き
な
標
識
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

②
県
道
１
２
４
号
線
緑
海
東
金
線

（
山
武
市
と
の
境
界
部
分
）

　
こ
の
道
は
「
砂
押
県
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
道
で
、
徳
川
家

康
が
造
ら
せ
た「
御
成
新
道
」で
も
あ
り
ま
す
。道
の
途
中
に
は
、

提
灯
松
の
石
碑
が
あ
り
「
御
成
新
道
」
の
名
残
が
残
る
道
で

す
。
こ
の
道
の
カ
ン
ト
リ
ー

サ
イ
ン
は
、
作
田
川
を
挟
ん

だ
形
で
山
武
市
側
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
場
所
で
は
市
の
名

前
の
み
書
か
れ
た
も
の
で
し

た
（
写
真
2
）。
作
田
川
が

東
金
市
と
山
武
市
の
境
界
線

に
な
っ
て
い
る
た
め
、「
川

を
渡
っ
た
ら
東
金
市
だ
」
と

わ
か
り
や
す
い
場
所
で
す
。

③
県
道
25
号
東
金
片
貝
線

（
九
十
九
里
町
と
の
境
界
部
分
）

　
こ
の
道
は
「
片
貝
県
道
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
か
つ
て
は
電

車
（
九
十
九
里
鐵
道
）
が
脇

を
通
っ
て
い
た
道
で
も
あ
り

ま
す
。鉄
道
や
駅
の
名
残
は
、

遊
歩
道
と
し
て
今
で
も
一
部

残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
道
の

カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
は
、
バ

ス
停
「
九
十
九
里
学
園
前
」

の
近
く
に
あ
り
ま
す
（
写
真

3
）。
こ
の
場
所
で
は
市
の

名
前
と
紋
章
が
入
っ
た
も
の

2

3

1

東金市いちご狩り情報②　いのいちご園、加藤いちご園　
道の駅のほか、東金市内のいちご園では年明けにいちご狩りが始まります。取扱品種・価格など詳細はお問合せください。
いのいちご園…いちご狩りは２月から。東金市田中206　TEL:0475-52-4737
加藤いちご園…１月上旬頃より開園。東金市台方836-1　TEL:0475-55-8157 11



で
し
た
。
な
お
、
バ
ス
停
「
九
十
九
里
学
園
前
」
の
あ
る
場
所

は
、
か
つ
て
駅
が
あ
っ
た
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

④
県
道
75
号
東
金
豊
海
線

（
九
十
九
里
町
と
の
境
界
部
分
）

　

こ
の
道
は
「
豊
海
県

道
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、

ま
っ
す
ぐ
進
み
続
け
る
と
、

九
十
九
里
浜
に
あ
る
「
ビ
ー

チ
タ
ワ
ー
」
に
た
ど
り
着

き
ま
す
。
東
金
ア
リ
ー
ナ

を
よ
く
利
用
さ
れ
る
方
は
、

片
貝
県
道
と
と
も
に
馴
染

み
の
深
い
道
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
の
道
の
カ
ン
ト

リ
ー
サ
イ
ン
は
、
自
動
車
教
習
所
の
入
口
か
ら
少
し
離
れ
た
と

こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
片
貝
県
道
と
同
じ
く
市
の
名
前
と
紋
章
が

入
っ
て
い
ま
し
た
（
写
真
4
）。
筆
者
が
よ
く
使
う
道
な
の
で
、

一
番
な
じ
み
の
あ
る
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

⑤
県
道
１
３
８
号
正
気
茂
原
線

（
大
網
白
里
市
と
の
境
界
部
分
）

　
こ
の
道
は
そ
の
名
の
と
お

り
、
起
点
で
あ
る
東
金
の

正
気
地
区
か
ら
茂
原
ま
で
延

び
て
い
る
道
で
す
。
東
金
市

と
大
網
白
里
市
を
結
ぶ
道
の

ひ
と
つ
な
の
で
、
利
用
さ
れ

る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
道
の
カ
ン

深
い
道
で
し
ょ
う
。
こ
の
道
の
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
は
、
枝
分

か
れ
に
な
っ
て
い
る
場
所
の
近
く
に
あ
り
ま
す
。
こ
ち
ら
は
市

の
名
前
・
市
の
紋
章
・
市
の
花
の
イ
ラ
ス
ト
が
載
っ
て
い
る
カ

ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
で
す
（
写
真
6
）。
館
山
市
か
ら
は
る
ば
る

来
た
人
で
も
、
東
金
に
到
着
し
た
こ
と
が
わ
か
る
大
き
な
カ
ン

ト
リ
ー
サ
イ
ン
で
し
た
。

⑦
・
⑧
県
道
83
号

　
　
　
山
田
台
大
網
白
里
線

　
八
街
市
と
大
網
白
里
市
を

結
ぶ
道
で
す
が
、
途
中
で
東

金
市
を
経
由
し
て
い
ま
す
。

千
葉
東
金
道
路
の
山
田
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
道
の

カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
は
2
ヶ

所
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
東
金
市
と
大
網
白

里
市
と
の
境
界
部
分
（
⑦
）

で
す
。
こ
ち
ら
の
カ
ン
ト

リ
ー
サ
イ
ン
は
市
の
名
前
の

み
を
書
い
た
も
の
で
し
た

（
写
真
7
）。
季
美
の
森
の
住

宅
街
を
抜
け
た
先
に
あ
る
こ

の
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
で
、

大
網
白
里
市
か
ら
来
た
人
は

東
金
市
に
迎
え
ら
れ
る
形
と

な
り
ま
す
。

　
次
は
東
金
市
と
八
街
市
と

の
境
界
部
分（
⑧
）で
す
。
こ
ち
ら
の
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
は
、

市
の
名
前
と
紋
章
が
入
っ
た
も
の
で
し
た
（
写
真
8
）。
国
道

ト
リ
ー
サ
イ
ン
は
、
南
白
亀
川
に
架
か
る
神
橋
の
近
く
に
あ
り

ま
す
。
市
の
名
前
の
み
を
書
い
た
も
の
で
し
た
（
写
真
5
）。

な
お
、
こ
の
場
所
も
川
が
境
界
線
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
カ

ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
は
橋
を
挟
む
形
で
は
な
く
、
背
中
合
わ
せ
で

し
た
。⑥

国
道
１
２
８
号
線

（
大
網
白
里
市
と
の
境
界
部
分
）

　
こ
の
道
は「
外
房
黒
潮
ラ
イ
ン
」と
も
呼
ば
れ
て
い
る
道
で
、

な
ん
と
館
山
市
か
ら
千
葉
市
ま
で
伸
び
て
い
る
道
で
す
。
東
金

市
か
ら
大
網
白
里
市
を
結
ぶ
大
き
な
道
な
の
で
、
こ
ち
ら
も
車

通
り
の
多
い
道
で
す
。
福
俵
駅
を
利
用
す
る
方
に
は
馴
染
み
の

5

4

6

初日の出を見に行こう！
「ちば眺望100景」にも選ばれている山王台公園は、初日の出を拝める絶好のスポットです。

山王台公園から階段を登った先には古山王神社があります。初日の出と合わせてお参りしてみては？
お問い合わせは東金市観光協会（☎0475-50-1142）まで。

78
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１
２
６
号
線
の
山
田
台
の
交
差
点
を
曲
が
っ
て
、
県
道
83
号
線

に
入
っ
て
す
ぐ
出
て
く
る
こ
の
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
が
、
こ
の

道
の
利
用
者
の
見
送
り
や
出
迎
え
を
し
て
い
ま
す
。

⑨
国
道
１
２
６
号
線

（
八
街
市
と
の
境
界
部
分
）

　
こ
の
場
所
か
ら
①
の
境
界
部
分
ま
で
が
、
国
道
１
２
６
号
線

の
東
金
エ
リ
ア
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
国
道
１
２
６
号
線
は
千

葉
市
か
ら
銚
子
市
ま
で
延
び
て
い
る
大
き
な
道
で
す
。
こ
の
道

の
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
は
山
田
台
三
叉
路
の
付
近
に
あ
り
、
市

の
名
前
と
紋
章
が
入
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
（
写
真
9
）。

千
葉
方
面
か
ら
来
た
人
の
多
く
が
見
て
い
る
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ

ン
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。
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⑩
・
⑪
国
道
４
０
９
号
線

　
こ
の
道
は
千
葉
県
内
で
は
木
更
津
市
か
ら
成
田
市
ま
で
伸
び

て
い
る
道
で
す
。
な
ぜ
「
千
葉
県
内
で
は
」
と
書
い
た
の
か
と

い
う
と
、
こ
の
道
の
始
発
点
は
神
奈
川
県
川
崎
市
で
あ
り
、
東

京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
を
経
由
し
て
成
田
市
ま
で
つ
な
が
っ
て
い

る
、
と
て
も
大
き
な
道
だ
か
ら
で
す
。
こ
の
道
に
は
八
街
市
と

の
境
界
部
分
が
3
ヶ
所
あ
り
、
今
回
は
そ
の
中
か
ら
2
ヶ
所
紹

介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

1
ヶ
所
目
は
、
東
金
市
か
ら
こ
の
道
を
通
る
と
最
初
に
出

て
く
る
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
で
す
。
千
葉
県
畜
産
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
の
脇
を
通
る
道
に

曲
が
れ
る
交
差
点
の
近
く
に

あ
る
こ
の
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ

ン
は
、
市
の
名
前
の
み
が
書

か
れ
た
も
の
で
し
た
（
写
真

10
）。

　
2
ヶ
所
目
は
、
源
幼
稚
園

へ
と
入
っ
て
い
く
交
差
点
か

ら
東
金
市
街
方
面
へ
と
少
し

離
れ
た
場
所
に
あ
る
カ
ン
ト

リ
ー
サ
イ
ン
で
す
。
こ
の
境
界
部
分
で
再
び
市
が
変
わ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
場
所
で
は
市
の
名
前
と
紋
章
が
入
っ
た
も

の
で
し
た
（
写
真
11
）。
写
真
を
撮
影
し
た
と
き
は
木
の
枝
が

伸
び
て
標
識
が
隠
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
真
下
か
ら

は
バ
ッ
チ
リ
確
認
で
き
ま
し
た
。

⑫
県
道
１
１
７
号
線
日
向
停
車
場

　
極
楽
寺
線
（
山
武
市
と
の
境
界
部
分
）

　
先
ほ
ど
紹
介
し
た
国
道
４
０
９
号
線
か
ら
、
山
武
市
の
日
向

駅
前
ま
で
続
い
て
い
る
道
で
す
。
薬
王
寺
に
行
く
に
は
こ
の
道

を
使
う
の
が
一
番
楽
で
す
。
こ
の
道
の
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン

は
、
源
公
民
館
か
ら
日
向
駅
方
面
に
少
し
離
れ
た
場
所
に
あ
り

ま
す
。
市
の
名
前
の
み
が
書
か
れ
た
も
の
が
こ
の
場
所
の
カ
ン

ト
リ
ー
サ
イ
ン
で
す
（
写
真
12
）。

⑬
県
道
１
１
９
号
線
東
金
源
線

（
山
武
市
と
の
境
界
部
分
）

　
こ
の
道
は
、
東
金
市
街
か
ら
先
ほ
ど
紹
介
し
た
県
道
１
１
７

号
線
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
道
で
す
。
道
沿
い
に
は
八
坂
神
社

が
あ
る
道
で
、『
と
き
め
き

vol. 

63
』
で
「
干
鰯
の
道
」
と
し
て

紹
介
し
た
道
で
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
干
鰯
は
九
十
九
里
の
特

産
で
あ
る
鰯
を
干
し
た
も
の
で
、
田
畑
の
肥
料
と
し
て
使
う
魚

肥
と
し
て
、
海
路
や
陸
路
で

江
戸
ま
で
輸
送
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
際
使
用
し
て
い
た

陸
路
を
「
干
鰯
の
道
」
と
い

う
の
で
す
。
こ
の
道
の
カ
ン

ト
リ
ー
サ
イ
ン
は
、
バ
ス
停

「
滝
沢
入
口
」
の
近
く
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
所
は
市
の

名
前
と
紋
章
が
入
っ
た
も
の

で
し
た
（
写
真
13
）。

　
こ
こ
ま
で
東
金
市
の
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
を
紹
介
し
て
き
ま

し
た
が
、
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
筆
者
が
写
真
を
撮
っ

て
い
た
時
は
ま
さ
に
東
金
市
を
一
周
す
る
気
分
で
臨
ん
で
い
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
も
、市
外
に
出
か
け
て
東
金
に
戻
る
際
に
は
、

東
金
市
の
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ
ン
を
見
つ
け
て
、
東
金
市
に
入
っ

た
こ
と
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
！

　
な
お
、
今
回
は
あ
え
て
東
金
市
側
し
か
紹
介
し
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
山
武
市
や
九
十
九
里
町
等
、
山
武
地
域
の
市
町
も
紹
介

で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
次
は
あ
な
た
の
街
を
紹
介
す

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
？

（
鑓
田
）

（
次
回
は
、
青
木
編
集
長
が
前
号
の
続
編
を
必
ず
執
筆
す
る
と

の
こ
と
。）

健康づくり講演会「これならできる！たばこ撃退講座」～自分と周囲の健康のために～　東金市健康増進課　☎0475-50-1174
日時：11月23日（木・祝）11:00 ～ 12:15　　場所:東金市ふれあいセンター　多目的室

たばこに関する正しい知識について、呼吸器科の専門の先生から講話をいただきます。たばこを吸われる本人だけでなく、家族の皆さんも、ぜひご参加ください。
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で
あ
る
鳥
獣
が
多
く
居
る
と
言
う
の
で
あ

れ
ば
合
点
が
行
く
が
、
鷹
が
多
い
と
は
い

か
な
る
意
味
で
あ
ろ
う
。
ど
う
も
納
得
し

が
た
い
。
ふ
と
『
蒼
鷹
』
と
い
う
語
に
は
、

何
か
秘
め
ら
れ
た
意
味
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
至
っ
た
。
そ
こ
で
文
献
を
開

き
、
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
思
わ
ぬ
事
を
知
る
こ
と
と

な
っ
た
。
実
は
『
蒼
鷹
』
と
は
隠
語
で
僧

侶
の
意
味
が
あ
る
と
い
う
。
で
は
前
述
の

文
中
の
『
蒼
鷹
』
に
『
僧
侶
』
の
語
を
当

て
は
め
て
み
よ
う
。

　「
僧
侶
数
多
在
之
故
　
来
正
月
上
総
国

土
気
・
東
金
可
有
御
鷹
野
之
内
…
」
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
僧
侶
な
ら
ば
数
多
存
し

て
も
可
笑
し
く
は
な
い
。
実
際
当
時
の
東

金
周
辺
に
は
数
多
く
の
寺
が
あ
り
、
中
に

は
家
康
公
を
敵
視
す
る
僧
侶
も
あ
っ
た
り

し
た
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
家
康
公
が
、
あ

る
い
は
家
康
の
家
臣
団
が
寺
社
の
情
勢
を

探
る
目
的
で
東
金
に
来
訪
し
た
と
考
え
れ

ば
、
隠
語
を
使
っ
て
記
し
た
理
由
も
納
得

で
き
る
。
で
は
、
東
金
に
は
、
一
体
ど

ん
な
宗
教
事
情
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
隠

語
を
使
っ
て
ま
で
探
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
そ
の
事
情
を
今
少
し
見
て
み
よ

う
。

　
家
康
公
の
御
代
か
ら
遡
る
こ
と
約
百

年
。
戦
国
の
世
の
幕
開
け
の
頃
、
上
総
の

国
東
金
や
土
気
付
近
は
、
酒
井
清
伝
こ
と

酒
井
定
隆
が
、
京
都
妙
満
寺
心
了
院
日
泰

と
の
約
定
に
よ
り
、
支
配
下
の
地
の
寺
を

　
徳
川
家
康
公
に
関
す
る
史
料
を
紐
解
く

と
『
放ほ

う

鷹よ
う

』
の
二
文
字
が
散
見
す
る
。
家

康
公
は
殊
の
外
鷹
狩
り
を
好
ん
だ
と
い
う

が
、こ
の
こ
と
か
ら
も
そ
れ
は
伺
わ
れ
る
。

同
じ
く
家
康
公
に
ま
つ
わ
る
史
料
『
駿
府

記
』
に
も
、
慶
長
一
八
年
（
一
六
一
三
）

十
二
月
十
三
日
の
条
に
次
の
様
な
一
文
が

あ
る
。

　「
蒼
鷹
数
多
在
之
故
　
来
正
月
上
総
国

土
気
・
東
金
可
有
御
鷹
野
之
内
…
」
事
実
、

慶
長
十
九
年
一
月
九
日
に
家
康
公
は
東
金

に
来
訪
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
こ
に
興
味
が
そ
そ
ら
れ
る

こ
と
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
家
康
公
の

鷹
狩
り
を
記
す
多
く
の
書
物
は
『
放
鷹
』

と
記
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
金

で
の
そ
れ
を
何
故
『
蒼
鷹
』
と
記
し
た
の

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
「
蒼
鷹

数
多
在
之
故
」
と
は
ど
ん
な
意
味
な
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
ま
ま
受
け
取
れ
ば
、
蒼
、

つ
ま
り
青
い
鷹
が
た
く
さ
ん
存
在
す
る
の

で
、
と
い
っ
た
意
味
合
い
と
な
る
。
獲
物

法
華
宗
に
改
宗
し
た
と
い
う
い
き
さ
つ
が

あ
る
。
そ
の
結
果
、
同
じ
宗
派
の
寺
に
大

き
な
影
響
力
を
持
つ
法
華
集
団
が
成
立
し

た
。
こ
の
集
団
が
『
七
里
法
華
』
で
あ
る
。

　
さ
て
慶
長
の
御
代
、
こ
の
派
の
代
表
格

に
常
楽
院
日
経
（
一
五
六
〇
～
一
六
二

〇
）
が
い
た
。
日
経
は
中
野
本
城
寺
や
土

気
善
正
寺
（
後
、
善
勝
寺
と
改
め
る
）
の

住
職
を
歴
任
し
、
大
網
白
里
市
に
方
墳
寺

を
建
立
し
た
京
都
本
山
妙
満
寺
の
二
七
世

で
あ
っ
た
。

　
日
経
は
豊
臣
秀
頼
に
頼
ま
れ
、
家
康
を

調
伏
す
る
と
し
本
尊
を
駿
河
に
送
り
（『
近

世
日
什
門
流
概
説
―
信
行
論
と
殉
教
史
を

中
心
に
―
』
家
康
を
日
本
無
双
の
大
強
盗
、

国
主
大
理
不
尽
の
闇
君
と
罵
る
（『
日
什
と

弟
子
達
ー
顕
本
法
華
殉
教
史
』）
そ
の
た

め
同
書
に
よ
れ
ば
家
康
公
が
信
仰
す
る
浄

土
宗
と
法
論
を
戦
わ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
宗
論
の
場
と
な
っ
た
江
戸
新
城
に
臨

席
し
た
の
は
徳
川
家
康
公
を
始
め
と
し
秀

忠
、
忠
輝
、
浅
野
長
政
、
上
杉
景
勝
、
蒲

生
秀
行
等
の
老
中
、
ま
た
浄
土
宗
の
江
戸

増
上
寺
を
長
と
し
た
新
知
恩
寺
幡
随
意
、

鎌
倉
光
明
寺
及
悒
、
鵠
巣
勝
願
寺
不
残
の

賜
紫
長
老
等
で
あ
っ
た
。
日
経
の
宗
論
相

手
と
し
て
出
席
し
た
の
は
浄
土
宗
の
英
長

寺
廓
山
で
、
廓
山
は
小
田
原
大
蓮
寺
了
的

を
伴
っ
て
臨
ん
だ
。
し
か
し
前
日
日
経
は

暴
漢
に
襲
わ
れ
る
と
い
う
事
件
（
慶
長
法

難
）
に
会
い
、
重
傷
を
押
し
て
の
参
加
で

あ
っ
た
。
そ
の
た
め
宗
論
の
場
で
は
一
言

も
発
言
で
き
ず
、
家
康
か
ら
は
厳
し
い
怒

り
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
京
へ
護
送
さ

れ
た
。
や
が
て
日
経
は
慶
長
十
四
年
（
一

六
〇
九
）、
京
都
六
条
河
原
で
弟
子
五
人

と
共
に
耳
鼻
削
ぎ
の
刑
に
処
せ
ら
れ
妙
満

寺
か
ら
追
放
さ
れ
た
。

　
日
経
の
後
、
本
山
二
八
世
に
就
任
し
た

の
が
東
金
西
福
寺
（
後
、
最
福
寺
と
改
め

る
）
七
世
の
蓮
成
院
日
善
（
？
～
一
六
一

七
）
で
あ
っ
た
。

　
蓮
成
院
日
善
は
慶
長
十
九
年
一
月
九

日
、
突
如
東
金
に
来
訪
し
た
家
康
公
に
拝

謁
を
許
さ
れ
た
。
現
在
東
金
八
鶴
湖
畔

に
あ
る
古
刹
最
福
寺
の
境
内
に
は
、
家
康

公
と
日
善
上
人
が
共
に
座
し
て
八
鶴
湖
を

眺
望
す
る
構
図
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
建
立
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
最
福
寺
前
住
職
山

岡
日
俊
上
人
が
こ
の
歴
史
的
事
実
を
記
念

し
、
千
葉
大
教
育
学
部
教
授
の
（
故
）
上

野
弘
道
氏
に
依
頼
、
家
康
公
尊
顔
は
日
光

輪
王
寺
蔵
「
霊
夢
像
」
を
参
考
に
製
作
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
同
十
九
年
九
月
二
〇
日
、
日
善
上
人
は

家
康
公
よ
り
駿
府
城
に
召
さ
れ
、
文
献
に

よ
る
と
雨
が
強
く
降
り
続
く
中
で
の
登
城

で
あ
っ
た
。
日
善
上
人
が
家
康
公
に
拝
謁

し
た
日
は
、
大
阪
冬
の
陣
の
前
夜
。
想
像

す
る
に
、
京
都
・
大
阪
方
面
や
上
総
七
里

法
華
の
関
係
寺
院
、
及
び
そ
の
檀
家
等
の

動
向
に
つ
い
て
問
う
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
こ
れ
に
対
し
上
人
が
ど
う
答
え
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

　
翌
日
は
小
春
日
和
。
駿
府
城
を
辞
し
て

日
善
が
何
処
に
向
か
っ
た
か
は
記
さ
れ
て

い
な
い
。
こ
と
に
よ
る
と
京
都
妙
満
寺
で

は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
飯
高
　
和
夫
）

歴
史
ば
な
史

お
鷹
狩
り
の
謎
解
き
と

　
　
　
　
　
　
　
　
日
経・日
善
上
人

と
う
が
ね

　家康公と日善上人の「密談」（最福寺）

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　家庭教育相談　☎0475-54-0783
東金市が委嘱したカウンセラーが月~金曜日に相談に応じています。いじめや不登校、子育てなど教育問題について電話、来室相談。
東金市役所別棟2階。受付は午前9時～午後4時です。15



よ
」

「
優
し
い
っ
て
の
は
あ
や
し
い
ん
だ
よ
。
他

に
女
が
居
る
か
ら
女
房
に
優
し
っ
て
こ
と
も

あ
る
し
」
キ
ー
子
の
冗
談
を
松
子
は
一
笑
に

付
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
数
日
後
の
こ
と
だ
っ
た
。

「
ね
え
、
自
分
の
旦
那
が
浮
気
を
す
る
か
し

な
い
か
の
賭か

け
を
す
る
話
は
ど
う
？
賭
け
を

し
た
友
達
は
賭
け
に
勝
つ
た
め
に
夫
を
誘
惑

す
る
の
よ
。
誘
惑
に
負
け
そ
う
に
な
る
夫
に

ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
、
最
後
に
妻
の
所
に

帰
っ
て
き
て
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
っ
て
の
は
」

「
あ
ら
、
私
の
家
が
モ
デ
ル
み
た
い
ね
。
良

か
っ
た
ら
私
が
そ
の
妻
の
役
を
や
り
た
い
わ
。

で
も
焼
き
餅
を
焼
く
女
の
気
持
ち
、
分
か
ん

な
い
な
」

「
じ
ゃ
あ
松
子
は
賛
成
ね
。
他
の
み
ん
な
は

ど
う
？
」
そ
の
日
集
ま
っ
て
い
た
者
は
み
な

賛
成
し
、
早
速
キ
ー
子
が
シ
ナ
リ
オ
を
書
く

こ
と
に
な
っ
た
。

「
こ
の
劇
は
台
詞
で
笑
わ
せ
る
ん
じ
ゃ
な
く

て
、
男
と
女
の
怪
し
い
動
作
を
コ
ミ
カ
ル
に

演
じ
る
こ
と
で
楽
し
ま
せ
る
の
よ
。
だ
か
ら

台
詞
は
普
通
の
劇
よ
り
少
な
い
け
ど
同
じ
時

間
を
掛
け
る
の
。
演
技
力
が
要
求
さ
れ
る
わ

よ
」

キ
ー
子
は
い
つ
の
間
に
か
監
督
役
を
か
っ
て

出
て
い
た
。
台
本
書
き
が
始
ま
っ
て
間
も
な

く
、
キ
ー
子
は
松
子
の
家
に
足あ

し

繁し
げ

く
尋
ね
て

く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
ま
じ
め
な
旦
那
の
イ
メ
ー
ジ
が
掴つ

か

め
な
い

の
。
松
子
の
ご
主
人
ち
ょ
っ
と
参
考
に
さ
せ

て
ね
」

茶
を
飲
み
な
が
ら
松
子
の
夫
に
ち
ら
ち
ら
と

視
線
を
向
け
た
。

座
長
を
仰
せ
つ
か
っ
た
の
だ
っ
た
。

「
新
し
い
劇
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
み
ん
な
に
任

せ
る
と
リ
ー
ダ
ー
は
言
っ
て
た
わ
」
キ
ー
子

の
呼
び
か
け
に
、
数
日
し
て
出
さ
れ
た
案
は

喜
劇
に
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

「
喜
劇
の
台
本
、
何
に
し
よ
う
か
。
既
成
の

シ
ナ
リ
オ
じ
ゃ
つ
ま
ん
な
い
し
。
良
い
物
も

な
い
し
さ
」

「
吉
本
の
真
似
し
た
っ
て
し
ょ
う
が
な
い
し

ね
え
」

「
そ
う
よ
、
ど
た
ば
た
は
芸
術
じ
ゃ
な
い
も

の
」

「
い
い
や
演
劇
は
娯
楽
よ
。
芸
術
な
ん
て
思

わ
な
け
り
ゃ
い
い
」

「
そ
り
ゃ
違
う
。
演
劇
こ
そ
総
合
芸
術
よ
」

侃か
ん

々か
ん

諤が
く

々が
く

の
議
論
を
戦
わ
せ
、
気
が
つ
く
と

夜
中
の
十
二
時
を
過
ぎ
て
い
た
。

「
松
子
、
旦
那
さ
ん
に
電
話
す
る
の
忘
れ
て

る
で
し
ょ
。
怒
ら
れ
る
ぞ
」

キ
ー
子
が
言
っ
た
。

「
大
丈
夫
。
家
の
人
、
私
に
は
優
し
い
の

  

一
人
息
子
が
大
学
生
に
な
り
家
を
離
れ
る

と
松
子
は
急
に
手
持
ち
ぶ
さ
た
に
な
っ
た
。

そ
ん
な
折
、
松
子
の
女
子
高
時
代
の
仲
間
の

キ
ー
子
が
尋
ね
て
き
た
。
キ
ー
子
は
学
生
時

代
演
劇
部
に
所
属
し
て
い
た
が
、
現
在
そ
の

時
の
仲
間
を
中
心
に
し
て
作
っ
た
小
さ
な
劇

団
の
一
員
だ
っ
た
。
キ
ー
子
は
松
子
に
劇
団

に
入
る
よ
う
勧
め
に
来
た
の
だ
。
松
子
も
少

し
ば
か
り
演
劇
部
に
い
た
経
験
も
あ
り
、
す

ぐ
に
入
団
し
た
の
で
あ
る
。

　
松
子
の
夫
は
町
役
場
に
勤
め
る
ま
じ
め
で

優
し
い
男
だ
っ
た
。
松
子
が
劇
団
に
入
団
し

練
習
で
夜
遅
く
帰
宅
し
て
も
文
句
一
つ
言
わ

ず
、
「
今
度
見
に
行
く
よ
」
と
応
援
さ
え
し

て
く
れ
た
。

　
劇
団
は
丁
度
過
渡
期
に
あ
っ
た
。
こ
れ
ま

で
公
演
し
て
き
た
出
し
物
は
観
客
が
見
飽
き

て
い
る
よ
う
で
、
劇
団
存
続
の
為
に
も
何
か

新
し
い
物
に
挑
戦
す
べ
き
だ
と
い
う
機
運
が

高
ま
っ
て
い
た
。
丁
度
そ
ん
な
時
期
に
リ
ー

ダ
ー
が
体
調
を
崩
し
て
入
院
し
、
キ
ー
子
が

　
そ
れ
か
ら
一
月
が
過
ぎ
た
。
台
本
も
完
成

し
読
み
合
わ
せ
が
始
ま
る
と
松
子
は
言
っ
た
。

「
私
、
や
っ
ぱ
り
焼
き
餅
な
ん
か
焼
い
た
こ

と
な
い
か
ら
難
し
い
な
あ
」

「
な
に
言
っ
て
い
る
の
よ
今
更
」

「
だ
っ
て
家
の
人
、
私
一
筋
だ
か
ら
。
幸
せ

な
人
間
に
は
不
幸
は
演
じ
ら
れ
な
い
の
よ
」

松
子
は
そ
ん
な
の
ろ
け
た
よ
う
な
こ
と
を

言
っ
た
。

　
そ
ん
な
あ
る
日
曜
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
松

子
が
買
い
物
に
出
て
い
る
間
に
キ
ー
子
が
尋

ね
て
来
る
と
、
一
人
で
庭
に
居
た
松
子
の
夫

に
何
や
ら
耳
打
ち
を
し
た
。

　
や
が
て
松
子
が
帰
っ
て
く
る
と
、
キ
ー
子

は
い
き
な
り
夫
の
胸
に
す
が
り
つ
い
た
。
そ

れ
を
見
た
松
子
は
、

「
何
や
っ
て
ん
の
よ
キ
ー
子
。
あ
な
た
も
ど

う
い
う
つ
も
り
な
の
よ
」
買
い
物
袋
を
放
り

投
げ
大
声
を
出
し
た
。

「
分
か
っ
た
で
し
ょ
、
焼
き
餅
の
気
持
ち
。

今
ご
主
人
に
頼
ん
で
演
技
し
て
貰
っ
た
の
」

「
嘘
で
し
ょ
。
本
当
な
の
あ
な
た
」

「
そ
う
。
今
頼
ま
れ
て
」

「
嘘
だ
わ
。
悪
い
け
ど
キ
ー
子
帰
っ
て
よ
」

松
子
の
剣
幕
に
キ
ー
子
は
取
り
付
く
島
も
な

く
帰
っ
て
行
っ
た
。

　
松
子
は
そ
れ
っ
き
り
劇
団
に
顔
を
出
す
こ

と
は
な
く
な
っ
た
。
数
日
し
て
夫
は
言
っ
た
。

「
こ
の
間
の
あ
れ
、
本
当
に
頼
ま
れ
た
ん
だ
。

離
婚
な
ん
て
考
え
て
な
い
よ
な
」
す
る
と
松

子
は
、

「
あ
た
り
ま
え
よ
。
こ
れ
で
離
婚
し
た
ら
本

当
の
喜
劇
じ
ゃ
な
い
の
」

目
を
つ
り
上
げ
な
が
ら
言
っ
た
。

リーフノベルとは…原稿用紙４枚分、つまり 1600 字以内に収める
超短編小説で、新しいジャンルです。あなたも挑戦してみませんか。
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き
め
き
リ
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フ
ノ
ベ
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劇
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義
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親
よ
り
も
子
が
先
に
逝
く
こ
と
ほ
ど
不
幸
な
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
俳
人
小
林
一
茶
が
あ
る
婚
礼
の
席

に
招
か
れ
『
親
が
死
に　

子
が
死
に　

や
が
て
孫
が

死
に
』と
い
う
句
を
詠
み
顰ひ

ん

蹙し
ゅ
くを
か
っ
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
一
茶
は
順
当
に
死
を
迎

え
る
こ
と
の
幸
い
を
願
っ
て
詠
ん
だ
句
で
あ
っ
た
の

で
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
作
品『
雪
』は
市
村
幸
子
さ
ん
の

詩
集
『
薔
薇
の
し
ず
く
』の
中
の
１
篇
で
す
が
、作
者

に
と
っ
て
こ
の
上
な
く
辛
い
逆
縁
の
哀
し
さ
を
記
し

た
作
品
で
す
。
市
村
さ
ん
は
ご
子
息
を
二
七
歳
と
い

う
若
さ
で
亡
く
さ
れ
ま
し
た
。
ご
子
息
の
メ
モ
に
書

か
れ
て
い
た
「
誠
実
と
は
分
か
ら
な
い
も
の
に
な
り

ま
し
た
」と
い
う
言
葉
を
残
し
自
死
さ
れ
た
と
の
こ

と
で
す
。
誠
実
に
生
き
よ
う
と
す
る
青
年
の
心
を
現

代
社
会
の
ひ
ず
み
の
ど
ん
な
偏
狭
が
閉
ざ
し
た
の
で

し
ょ
う
か
。
澄
ん
だ
水
は
一
滴
の
汚
水
に
も
汚
れ
る

も
の
で
す
。し
か
し
、ご
子
息
は
一
切
憎
し
み
や
恨
み

事
を
文
面
に
残
さ
ず
旅
立
ち
ま
し
た
。
作
者
は
そ
ん

な
ご
子
息
の
心
情
を
汲
み
取
る
か
の
よ
う
に
こ
の
詩

集
を
編
み
ま
し
た
。
作
者
は
ご
子
息
を
葬
る
た
め
に

故
郷
に
帰
り
ま
す
。
折
し
も
、
墓
地
に
は
雪
が
降
っ

て
い
ま
し
た
。
誠
実
だ
っ
た
ご
子
息
の
心
情
を
映
す

よ
う
な
雪
が
別
れ
の
哀
し
さ
を
募
ら
せ
ま
す
。
自
分

の
故
郷
で
生
ま
れ
た
我
が
子
の
産
声
が
作
者
の
心
に

蘇
り
ま
す
。
元
気
よ
く
生
き
よ
う
と
し
た
あ
の
赤
子

が
わ
ず
か
、
二
七
歳
で
命
を
亡
く
し
た
の
で
す
。
そ

の
切
な
さ
と
苦
し
さ
を
『
指
で　

さ
く
さ
く　

雪
を

掘
っ
て　

掘
っ
て
／
泣
き
な
が
ら
埋
め
る
の
で
す
／

も
う
一
つ　

も
う
一
つ
／
も
ぎ
取
っ
て
は　

も
ぎ

取
っ
て
は
』と
表
現
し
て
い
ま
す
。作
者
の
苦く

衷ち
ゅ
うの
叫

び
と
打
ち
ひ
し
が
れ
た
寂
寥
感
が
迫
っ
て
き
ま
す
。

　

作
者
の
あ
と
が
き
に
は
『
息
子
が
生
き
て
い
た
な

ら
、
離
れ
て
住
む
息
子
の
事
を
忘
れ
て
過
ご
す
時
間

は
当
た
り
前
に
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
あ
の
日
か

ら
、
あ
の
時
点
か
ら
、
忘
れ
て
い
る
瞬
間
す
ら
な
い

こ
と
に
気
づ
く
の
で
す
。
喪う

し
なう
と
は
そ
う
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
か
』と
記
し
、作
者
は
日
常
の
生
活
の
中
で

も
出
口
の
な
い
喪
失
感
の
中
で
時
を
過
ご
し
て
い
る

こ
と
が
伺
え
ま
す
。
し
か
し
、作
品
『
雪
』の
終
連
で

は
天
か
ら
舞
い
降
り
て
く
る
雪
は
冷
た
い
は
ず
な
の

に
、
何
故
か
作
者
の
心
を
温
か
く
包
み
始
め
て
い
き

ま
す
。
や
が
て
、
誠
実
で
あ
っ
た
ご
子
息
の
心
の
静

穏
さ
を
願
う
作
者
の
心
の
芽
生
え
が
感
じ
ら
れ
て
き

ま
す
。
そ
し
て
、
自
ら
生
き
る
扉
を
開
け
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
絶
望
の
中
で
も
自
ら
を
鼓
舞
し
、
い
つ

か
ご
子
息
に
会
え
る
時
に
恥
じ
な
い
人
生
を
作
者
は

歩
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
作
者
は
同

詩
集
の
中
の
作
品
『
あ
り
が
と
う
』で
は
、『
息
子
を

失
っ
た
今
、こ
れ
以
上
何
を
失
う
も
の
が
あ
る
の
か
』

と
自
ら
の
心
を
鞭
打
つ
よ
う
に
生
き
る
方
向
を
模
索

し
て
い
き
ま
す
。
や
が
て
、
同
詩
集
の
作
品
『
あ
り

が
と
う
の
歌
』で
は『
あ
な
た
に
会
え
な
い
悲
し
さ
を

／
あ
り
が
と
う
に
か
え
て　

生
き
て
い
き
ま
す
』と

記
し
て
い
ま
す
。
我
が
子
を
喪
っ
た
深
い
哀
し
み
と

苦
し
み
を
抱
え
た
ま
ま
作
者
が
こ
の
言
葉
に
た
ど
り

つ
く
ま
で
の
心
の
懊
悩
を
考
え
る
と
胸
に
迫
る
も
の

を
感
じ
ま
す
。
作
者
の
心
の
荒
野
を
救
え
る
も
の
は
、

や
は
り
、
母
と
子
が
紡
い
だ
二
七
年
間
の
心
模
様
の

存
在
で
あ
る
こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。

　

こ
の
詩
集
の
背
景
に
あ
る
苦
悩
は
企
業
が
利
益
追

求
の
み
を
考
え
、
企
業
と
し
て
様
々
な
社
会
的
責
任

が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
、
人
を
死
へ
と
追
い
込
ん
で
し

ま
っ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
子
供
を
喪
う
悲
哀
と
苦

悩
そ
し
て
祈
り
を
記
し
た
こ
の
詩
集
は
正
し
く
母
か

ら
我
が
子
へ
の
鎮
魂
詩
集
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
詩
集

『
薔
薇
の
し
ず
く
』が
社
会
へ
の
一
灯
に
な
る
こ
と
を

願
う
も
の
で
す
。

　

市
村
さ
ん
は
現
在
千
葉
市
に
在
住
し
「
日
本
現
代

詩
人
会
」「
千
葉
県
詩
人
ク
ラ
ブ
」の
会
員
で
あ
ら
れ
、

五
冊
の
詩
集
の
著
書
が
あ
り
ま
す
。

ポエムの窓
文・高安ミツ子

A window of a poem

雪  
 

市
村
　
幸
子 

あ
な
た
を
喪
く
し
て

初
め
て
の
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た

わ
た
し
が
生
ま
れ
育
っ
た
　
北
国
の
小
さ
な
町

白
一
色
の
雪
野
原

か
つ
て
　
泣
き
な
が
ら
父
を
埋
め
た
よ
う
に

わ
た
し
は
何
を
埋
め
に
き
た
の
で
し
ょ
う

あ
な
た
と
共
に
過
ご
し
た
時
間

わ
た
し
の
内
部
に
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
て
い
る
　
宝
物

二
七
年
前
の
夕
刻
の
こ
と
で
し
た

「
赤
ち
ゃ
ん
が
勝
手
に
で
て
き
ち
ゃ
っ
た
わ

　
元
気
な
男
の
子
の
赤
ち
ゃ
ん
で
す
よ
」

助
産
婦
さ
ん
の
声

あ
な
た
が
誕
生
し
た
感
動
の
瞬
間

こ
ん
な
大
切
な
時
間
を

ど
う
し
て
手
放
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う

指
で
　
さ
く
さ
く
　
雪
を
掘
っ
て
　
掘
っ
て

泣
き
な
が
ら
埋
め
る
の
で
す

も
う
一
つ
　
も
う
一
つ

も
ぎ
取
っ
て
は
　
も
ぎ
取
っ
て
は

|
天
か
ら
下
り
て
き
た
も
の
は
　
土
に
同
化
し

　
ま
た
天
に
還
っ
て
い
く
　
そ
れ
が
自
然
の
摂
理
で
す

|

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
　
聞
こ
え
て
く
る
言
葉

天
か
ら
舞
い
降
り
て
き
た
雪

そ
の
中
に
埋
め
た
　
時
間
　
宝
物

融
け
て
土
に
同
化
し

い
つ
の
日
か
　
ま
た
　
天
に
還
る

そ
れ
は
　
あ
な
た
の
許
へ
と
　
た
ど
り
着
く
こ
と

そ
の
こ
と
を
信
じ
て

ま
た
　
さ
く
さ
く
　
雪
を
掘
る
の
で
す

詩
集
「
薔
薇
の
し
ず
く
」
よ
り

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　ヤングテレホン10120-7
ナ ヤ ミ
83-4
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ヨ
ン
で
か
い
た
お
に
ん
ぎ
ょ
う
の
リ
リ

コ
が
、
ま
み
こ
ち
ゃ
ん
が
お
ひ
る
ね
し

て
い
る
あ
い
だ
に
、
ク
レ
ヨ
ン
を
か
し

て
も
ら
い
、
お
え
か
き
を
し
な
が
ら
ぼ

う
け
ん
に
で
か
け
ま
す
。

　
『
ゴ
ロ
ゴ
ロ　

ド
ン
ド
ン
…
…
』で

は
、
ラ
ラ
ち
ゃ
ん
が
い
ろ
が
み
を
チ
ョ

キ
チ
ョ
キ
き
っ
て
、
い
ろ
ん
な
か
た
ち

の
ち
い
さ
な
い
ろ
が
み
を
い
っ
ぱ
い
つ

く
っ
て
い
る
と
、
か
み
な
り
ち
ゃ
ん
が

お
り
て
き
て
、
あ
そ
び
に
さ
そ
い
ま
す
。

ふ
た
り
は
く
も
に
の
っ
て
、
そ
ら
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
、
い
ろ
が
み
を

ふ
ら
せ
て
い
き
ま
す
。

　
ど
の
本
も
子
ど
も
た
ち
に
人
気
な
の

は
、絵
本
を
読
ん
で
も
ら
い
な
が
ら
、主

人
公
と
同
じ
気
持
ち
に
な
っ
て
、
絵
本

の
中
で
一
緒
に
お
散
歩
し
た
り
冒
険
し

た
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
絵
本
の
中
に

想
像
を
ふ
く
ら
ま
せ
る
余
地
が
あ
る
の

で
す
。

　
今
は
絵
本
も
次
々
に
新
し
い
も
の
が

出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。
テ
ン
ポ
の
い
い

も
の
、
目
新
し
い
も
の
、
刺
激
が
強
い

も
の
…
…
、
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら

れ
る
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
私
の

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
考
え
る
と
う
ら
や

ま
し
い
か
ぎ
り
で
す
。
で
も
小
さ
な
人

た
ち
に
は
、
西
巻
さ
ん
の
絵
本
の
よ
う

に
シ
ン
プ
ル
で
ゆ
っ
た
り
と
し
た
、
本

の
世
界
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
絵
本
を
通
じ
て
そ
う
い
う
経
験
を

す
る
こ
と
で
、
想
像
力
や
考
え
る
力
が

育
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

た
そ
う
で
す
。
大
人
よ
り
子
ど
も
た
ち

が
評
価
し
て
く
れ
た
わ
け
で
す
。
私
も

こ
の
絵
本
が
大
好
き
で
、
小
さ
い
人
た

ち
へ
の
「
読
み
聞
か
せ
」に
よ
く
使
う

の
で
す
が
、
参
加
し
て
く
れ
た
親
子
か

ら
「
あ
の
あ
と
、
大
の
お
気
に
入
り
に

な
っ
て
、
図
書
館
で
何
回
も
か
り
て
い

る
ん
で
す
よ
」と
い
う
声
を
聞
き
、う
れ

し
く
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
変
わ
ら
ず
、

子
ど
も
た
ち
の
心
に
響
い
て
い
る
ん
で

す
ね
。

　

こ
の
ほ
か
よ
く
「
読
み
聞
か
せ
」に

使
う
の
が
、『
え
か
き
う
た
の
ほ
ん
』と

『
ゴ
ロ
ゴ
ロ　

ド
ン
ド
ン　

パ
ラ
パ
ラ

パ
ラ
』で
す
。

　
『
え
か
き
う
た
の
ほ
ん
』で
は
、
ま
み

こ
ち
ゃ
ん
が
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
ク
レ

以
前
、昔
話
に
は
子
ど
も
た
ち

を
ひ
き
つ
け
る
力
が
あ

る
と
お
話
し
し
ま
し
た
が
、
古
く
か
ら

愛
さ
れ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
絵
本
も
、
同
じ
よ
う

な
力
を
持
っ
て
い
ま
す
。
前
回
取
り
上

げ
た
か
こ
さ
と
し
さ
ん
の
作
品
も
そ
う

で
す
し
、
中
川
李
枝
子
さ
ん
と
山
脇
百

合
子
さ
ん
の
『
ぐ
り
と
ぐ
ら
』も
、世
代

を
超
え
て
読
み
継
が
れ
て
い
ま
す
よ
ね
。

そ
ん
な
作
家
の
一
人
が
、
今
回
紹
介
す

る
西に

し

巻ま
き

茅か
や

子こ

さ
ん
で
す
。

　
『
わ
た
し
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
』は
特
に
女

の
子
に
人
気
で
す
。
そ
ら
か
ら
ふ
っ
て

き
た
ま
っ
し
ろ
な
き・

れ・

。
う
さ
ぎ
は
ミ

シ
ン
を
カ
タ
カ
タ
い
わ
せ
な
が
ら
ワ
ン

ピ
ー
ス
を
つ
く
り
ま
す
。
そ
の
ワ
ン

ピ
ー
ス
を
き
て
お
は
な
ば
た
け
を
さ
ん

ぽ
す
る
と
、
ワ
ン
ピ
ー
ス
は
は
な
も
よ

う
に
、
あ
め
に
ふ
ら
れ
る
と
み
ず
た
ま

も
よ
う
に
…
…
と
、
も
よ
う
が
つ
ぎ
つ

ぎ
に
か
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　
西
巻
さ
ん
は
今
年
出
版
さ
れ
た
自
伝

『
子
ど
も
の
ア
ト
リ
エ
』の
な
か
で
、
ご

自
身
の
三
冊
目
の
絵
本
で
あ
る
、
こ
の

『
わ
た
し
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
』が
誕
生
し
た

時
の
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
。
よ
う
や

く「
自
分
の
本
」と
い
え
る
も
の
が
出
来

上
が
っ
た
と
思
っ
た
け
れ
ど
、
編
集
会

議
で
も
出
版
さ
れ
て
か
ら
も
、
大
人
か

ら
の
評
価
は
決
し
て
高
く
な
か
っ
た
と

の
こ
と
。
で
も
し
ば
ら
く
し
て
、「
図
書

館
の
書
棚
に
い
つ
も
な
い
本
︱
︱
つ
ま

り
、
子
ど
も
た
ち
が
次
か
ら
次
へ
と
借

り
て
い
く
本
」と
紹
介
さ
れ
て
、
少
し

ず
つ
売
れ
始
め
、
十
年
を
過
ぎ
た
こ
ろ

に
は
代
表
作
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

※�ここで紹介する本は、たんぽぽ文庫や
東金図書館で借りられます。たんぽぽ
文庫は日吉台六丁目佐藤宅で、毎週
木曜日午後三時から開いています。

☎ 0475-52-1983 佐藤

たんぽぽ文庫

佐藤真理

『子どものアトリエ』
西巻茅子　こぐま社

『わたしのワンピース』
えとぶん　にしまきかやこ　こぐま社

『えかきうたのほん』
中村征子・西巻茅子文／西巻茅子絵　福音館書店

『ゴロゴロ　ドンドン　パラパラパラ』
にしまきかやこ　こぐま社

Bookcases of children

桜ヶ池

レイクサイド歯科

スーパーカワグチ

セブンイレブン

↑ときがね湖方面

たんぽぽ文庫

丸山公園

黒田公園58子どもの本箱

ひとりで悩まず相談しよう！青少年相談機関のご案内　子ども家庭110番　☎043-252-1152
http://www.pref.chiba.lg.jp/kouhou/soudan/kodomo.html （千葉県各種相談窓口〈こども〉）

千葉県の運営する相談機関です。平日は午前9時～午後8時、休日は午前9時～午後5時に受付しています。児童虐待相談は24時間・365日受け付けています。 18



学びの扉

　福岡小学校の伝統的行事として「野外給食」が行われます。近隣の学校には見られない野外給食場（新山広場）があり、自分達で調理し
た手作り給食を全校でおいしくいただきます。秋には、5・6 年生が地域の「米作り先生」の指導を受けて田植え、稲刈り体験をして収穫
したお米を飯盒で炊いたご飯と、1 ～ 4 年生が栽培園で育てたサツマイモの味噌汁で、収穫を祝う（味わう）給食をいただきます。
　近年は、児童数の減少に伴い教員数も少なくなり、野外給食の実施も難しい状況になってきていますが、地域の方から薪を割って持って
きていただいたり、東金青年の家の所員の方々のご協力をいただいたりしながら、特色ある行事を続ける取組をしています。

　全校児童が交通事故に遭わないように、東金警察・安全協会の方々
から道路の歩き方や自転車の乗り方を教えていただきました。

　赤十字奉仕団の方々を講師に迎え、5 年生が心肺蘇生法の体験学
習を実施しました。みんなで真剣に取り組む姿が見られました。

　地域に住むお年寄りの方々に来校していただき、子どもの頃の生
活の様子や遊び方について教えていただきました。

　運動会の種目に地区対抗の綱引きがあります。PTA、区長会、体
協福岡支部のご協力により実施しており、毎年盛り上がっています。

学校と地域の体験活動 福岡小学校

最高（幸）の学校をつくるために
　福岡小学校は、創立 127 周年を迎える歴史と伝統を有する学校です。保護者も地域住民も教育に関する関心が高く、学
校に対して非常に協力的かつ熱心です。そんな地域の皆さんのご協力を得て、子ども達は様々な活動に取り組んでいます。

－第7回－

野外給食

交通安全教室

心肺蘇生法講習

昔の人々の暮らし

運動会地区対抗綱引き

佐藤真理さんの『よってって　きいてって　おはなしライブ』　みのりの郷東金　☎0475-53-3615
http://minorinosato-togane.com
東金マルシェ内情報発信コーナー（入場無料）　毎週月曜日10時30分〜11時まで　月曜日が祝日の場合はお休み19



From Inside

　
春
は
た
く
さ
ん
の
虫
や
動
物
の
赤
ち
ゃ
ん

た
ち
と
出
会
い
ま
す
。
青
虫
が
愛
お
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
生
命
は
大
切
で
す
ね
。

さ
て
、
も
し
当
た
っ
た
ら
、
で
ん
じ
ろ
う
さ

ん
（
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
）
と
お
会
い
し
て

孫
た
ち
と
お
も
い
っ
き
り
笑
っ
て
み
た
い
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
台
方
　
林
）

　
詩
の
意
味
を
色
々
と
深
く
考
え
、
自
分
に

重
ね
昔
を
思
い
起
こ
し
て
み
た
り
・
・
・

（
山
武
市
　
早
尾
）

　
40
年
近
く
、
東
金
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、

地
域
に
つ
い
て
何
と
！
知
ら
な
い
事
が
多

く
、
散
歩
道
や
歴
史
ば
な
し
な
ど
興
味
深
く

読
ま
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

（
家
之
子
　
布
留
川
）

　
学
び
の
扉
が
と
て
も
い
い
で
す
。
自
分
の

子
供
の
通
っ
て
い
る
小
学
校
の
こ
と
し
か
わ

か
ら
な
い
け
ど
、
こ
れ
を
読
む
と
他
の
小
学

校
の
教
育
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い

で
す
。
小
学
校
ご
と
工
夫
の
あ
る
教
育
活
動

を
行
っ
て
い
る
ん
で
す
ね
。（

東
新
宿
　
山
崎
）

　
豊
成
小
学
校
の
体
験
活
動
が
様
々
な
形
で

非
常
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介
さ
れ
て
有
意
義

な
情
報
だ
と
思
い
ま
す
。

（
台
方
　
須
藤
）

　「
と
き
め
き
」
は
じ
め
て
手
に
し
て
、
イ

ベ
ン
ト
情
報
盛
り
沢
山
、
山
武
に
住
ん
で
8

年
、外
出
が
楽
し
く
な
り
ま
す
。「
学
び
の
扉
」

と
て
も
興
味
深
く
、
現
在
の
小
学
校
生
活
が

わ
か
り
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

（
山
武
市
　
斉
藤
）

　
今
年
、
桜
と
菜
の
花
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

素
晴
ら
し
い
小
湊
鉄
道
の
里
山
ト
ロ
ッ
コ
列

車
に
乗
り
体
験
し
て
来
ま
し
た
。
色
々
な
絵

本
を
書
か
れ
て
い
る
か
こ
さ
と
し
さ
ん
が
、

里
山
ト
ロ
ッ
コ
列
車
の
事
を
絵
本
に
書
か
れ

て
い
て
、
沿
線
の
見
ど
こ
ろ
や
運
行
さ
れ
る

時
の
経
緯
な
ど
も
分
か
る
と
言
う
事
で
大
人

の
私
も
読
ん
で
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　（
日
吉
台
　
五
十
嵐
）

　
子
供
た
ち
が
大
学
生
に
な
り
27
年
ぶ
り
に

幼
稚
園
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど

も
の
本
箱
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。

（
東
新
宿
　
堂
園
）

　「
と
き
め
き
」
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
は
が
き
の
感
想
が
少
な
い
と
の
事
で
す

が
、
文
章
を
書
く
と
い
う
こ
と
は
難
し
い
も

の
で
す
。
私
も
苦
手
で
す
。「
と
き
め
き
」

読
者
の
方
達
も
感
想
は
書
か
な
い
も
の
の
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
楽
し
い
情
報
を
発
信
し
て
下

さ
い
。

　（
私
事
）
父
の
米
寿
の
お
祝
い
を
し
ま
し

た
。
元
気
な
父
を
皆
で
祝
う
こ
と
が
出
来
、

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
88
歳
の
父
は
今

も
古
文
書
を
人
に
教
え
、
ま
た
勉
強
し
て
い

ま
す
。
父
の
傍
に
は
分
厚
い
辞
典
が
常
に
置

い
て
あ
り
、
わ
か
ら
な
い
事
は
す
ぐ
調
べ
る

よ
う
で
す
。
尊
敬
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

知
り
た
い
事
・
調
べ
た
い
こ
と
が
多
く
、
こ

の
世
を
離
れ
ら
れ
な
い
と
か
。
打
ち
込
め
る

も
の
が
あ
る
の
が
健
康
の
秘
訣
で
し
ょ
う
。

私
も
何
か
見
つ
け
な
く
て
は
と
切
に
思
う
こ

の
頃
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
田
間
　
大
村
）

▶

実
は
私
も
古
文
書
が
面
白
く
な
っ
て
き

て
、
分
厚
い
広
辞
苑
・
古
文
書
辞
典
・
漢
和

辞
典
な
ど
を
周
り
に
お
い
て
勉
強
し
て
い
ま

す
。
秀
吉
や
家
康
の
戦
国
時
代
も
の
か
ら
幕

末
の
も
の
な
ど
時
間
を
か
け
て
“
解
読
”
し

て
い
ま
す
。
妻
は
“
よ
く
や
る
よ
”
の
顔
を

し
て
い
ま
す
が
！

　
居
住
市
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
元
の
情

報
や
イ
ベ
ン
ト
・
歴
史
が
わ
か
り
や
す
く
記

載
さ
れ
、
ま
た
記
事
の
割
り
振
り
も
良
く
と

て
も
見
や
す
く
親
し
み
を
覚
え
ま
し
た
。

（
茂
原
市
　
平
野
）

　
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま

す
。
我
が
家
の
孫
（
小
1
）
は
大
の
ド
ラ
え

も
ん
フ
ァ
ン
で
す
。
い
つ
も
ば
ば
に
ド
ラ
え

も
ん
の
話
を
沢
山
し
て
教
え
て
く
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
映
画
で
ド
ラ
え
も
ん
を
見
せ
て
あ
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
　（
堀
上
　
市
東
）

　
表
紙
が
か
わ
い
く
て
お
も
し
ろ
い
の
で
見

た
く
な
り
ま
し
た
。
　
　
　（
田
間
　
八
塚
）

▶

田
間
の
八
塚
さ
ん
は
、
小
学
生
4
年
生
の

9
歳
。
鉛
筆
で
一
生
懸
命
、
感
想
を
書
い
て

く
れ
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
は
が
き
の

感
想
が
減
っ
た
と
の
事
で
す
の
で
、
イ
ラ
ス

ト
コ
ー
ナ
ー
や
五・
七・
五
な
ど
別
の
コ
ー

ナ
ー
を
作
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

（
堀
上
　
山
田
）

▶

面
白
い
提
案
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
は
、
反
響
？
が
あ
っ
た
の
か
感
想
文
が

多
か
っ
た
の
で
「
私
の
一
品
」
は
次
回
以
降

（
不
定
期
）
に
廻
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
私
の
一
品
に
つ
い
て
も
、
感
想
と
推
薦
品

の
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
。
併
せ
て
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　最近、反射神経が
衰えたのか、それと
も体力そのものの衰
えなのか、体の“変
化”を感じている。だ
がいずれも認めたく

ない。それに反抗するように運動の量を
増やしたら、筋肉痛？で体が言うことを
聞かなくなった。めげずに無理したら、筋
を痛めた。この結果をじっくり考えたら、
根本的な問題、年齢を認識していなかっ
た。妻から一言「あきれた、自業自得よ」。
返す言葉もむなしく、辛い日々が続く。

青 木

　4月に異動してきまし
た椎名です。よろしくお
願いします。学生の頃か
ら手にとって読んでき
た、時には載せて頂いた
こともあるこの「ときめ

き」に編集として関われる日がくるとは！！感無
量でございます。楽しいイベント情報や意外と
知らない東金の歴史に触れた連載など盛り
沢山で多くの方にご好評いただいているよう
でして、僕としてはプレッシャーが・・。皆さんに
楽しんでもらえるよう、ネタ集めに奔走してお
ります。今後とも「ときめき」をどうぞご贔屓に。

椎 名

　「ネチケット」って言葉
知ってますか？ネットでのエ
チケットって意味の言葉な
んですが、先日何気なく検
索したら・・・死語って書いて
あって寂しくなりました。

　今の社会はネットいじめをはじめとするネット
の弊害が話題になってます。そこで「ネチケット」
が今の社会に蘇って欲しいなと。
　テキストでしか表現できなかった時代に、相
手のことを思いやりながら書いたメッセージ・・・
わずか数行のメッセージを書くのに費やす気
持ちを大事にして欲しいと思いました。

糸 久

　江戸東京博物
館で行われてい
た「戦国！井伊直
虎から直政へ」
という特別展を
見に行きました。

大河ドラマに合わせて行われた特別
展で、井伊家ゆかりの史料がたくさ
ん展示されていました。こういった特
別展を見た際に、必ず買うのが図録！ 
解説付きで全ての史料が見られる永
久保存版の本なので、私の部屋の本
棚は図録でいっぱいです（＾○＾）

鑓田

リ
ー
フ
ノ
ベ
ル
＆
ポ
エ
ム
の
窓

　ときめきでは、読者の皆様からの投稿をお待ち
しています。楽しい日常の出来事、イラストやス
ナップ写真、そして新企画のアイディアや情報の
提供など、編集部までどしどしお寄せください。
　また、本誌へのご意見ご要望などもお待ちし
ています。（ときめき編集部）

読者の皆様へ

読
者
の
ひ
ろ
ば

と
き
め
き

子
ど
も
の
本
箱

感
想

散
歩
道
＆
歴
史
ば
な
し

学
び
の
扉

次号（Vol.85）は平成30年2月上旬発行予定です。区内回覧でもご覧いただけますが、
確実に入手されたい方は、市役所受付または生涯学習課（市役所4階）までお越しください。
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今
回
か
ら
次
回
に
か
け
て
、
明
治

時
代
以
降
に
作
ら
れ
た
写
真
付
の
絵

葉
書
等
を
紹
介
し
た
い
。こ
れ
は
ア

マ
チ
ュ
ア
無
線
家
の
河
内
勝
美
さ
ん

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
資
料
で
、
氏
は「
地

域
災
害
復
旧
支
援
連
絡
会
」で
の
活

動
と
共
に
歴
史
に
つ
い
て
も
熱
き
想

い
を
抱
い
て
い
る
。

　
資
料
も
集
ま
り
、
今
回
漸
く
ご
披

露
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。そ
れ
ぞ
れ
一
枚
ご
と
に
説
明
を
加

え
、
往
昔
を
楽
し
も
う
と
思
う
。

　
次
回
は
、
八
鶴
湖
を
中
心
に
し
た

絵
葉
書
を
予
定
。

（
青
木
）

大
正
時
代
頃
？
の（
現
）八
鶴
湖
入
口
付
近
。

中
央
の
洋
館
は[

大
野
銀
行]

で
新
築
建
設
中

と
思
わ
れ
る
。
隣
の
街
燈
を
持
つ
家
は
大
野

一
角
丸
本
舗（
薬
種
業
）。
銀
行
は
明
治
33
年

創
設
、
東
京
・
山
梨
・
京
都
に
も
営
業
を
拡

大
。
初
代
頭
取
は
九
代
目
大
野
伝
兵
衛
。

昭
和
10
年
代
？
左
手
の
煙
突
は
湖
月
堂
、

同
じ
方
向
に
多
田
屋
本
店
の
洋
館
が
見
え

る
。
こ
の
角
度
か
ら
の
撮
影
場
所
に
つ
い

て
は
、
偶
然
見
つ
け
た
反
対
か
ら
の
風
景

写
真
で
推
測
す
る
と
、
線
路
の
近
く
に
鉄

塔（
当
時
）が
あ
り
、
こ
れ
に
登
っ
て
写
し

た
と
思
わ
れ
る
。

大
正
〜
昭
和
初
期
？
の
雄
蛇
ヶ
池
。
ハ
ン

チ
ン
グ
帽
を
被
っ
た
男
と
着
物
姿
の
女
、

演
出
が
時
代
を
感
じ
る
。
因
み
に
雄
蛇
ヶ

池
は
慶
長
19
年（
１
６
１
４
）に
完
成
、
島

田
伊
伯（
東
金
代
官
）が
携
わ
る
。

昭
和
31
年
の
源
小
学
校（
左
下
）。
右
側
の

茅
葺
の
校
舎
は
明
治
9
年
下
布
田
小
学
校

が
移
転
。
そ
の
後
、
源
尋
常
小
学
校
・
高

等
小
学
校
へ
と
変
遷
。
昭
和
31
年
に
左
側

の
新
校
舎
が
建
設
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の

坂
道
の
手
前
に
は
源
村
役
場
が
明
治
22
年

〜
昭
和
29
年
ま
で
存
し
た
。

東
金
線
電
化
記
念
の
葉
書
。
駅
構
内
で
祝

賀
式
が
行
わ
れ
、
臨
時
電
車
が
走
っ
た
。

翌
年
１・
２
番
線
の
ホ
ー
ム
が
整
備
さ
れ
、

隣
駅
の
求
名
駅
も
整
っ
た
。
昭
和
48
年
、

町
が
急
速
に
発
展
す
る
原
点
で
あ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。

昭
和
10
年
代
前
半
？
の
東
金
小
学
校
。
中

央
玄
関
が
現
在
の
サ
ン
ピ
ア
、
左
端
が
中

央
公
園
。
当
時
、
学
校
前
は
ま
だ
ま
だ
畑

が
一
面
に
あ
り
、
ま
た
校
舎
の
裏
側
に
は

水
田
が
広
が
っ
て
い
た
。

　
宿
題
を
や
ら
な
か
っ
た
子
供
と
そ
の

親
の
会
話
。

▼
何
で
宿
題
や
ら
な
か
っ
た
？

○
や
る
気
な
か
っ
た
か
ら

▼
や
ん
な
く
て
い
い
の
？

○
そ
れ
は
わ
か
っ
て
る
け
ど

▼
わ
か
っ
て
て
、
な
ん
で
や
ら
な
い

○・・も
う
わ
か
っ
た
。今
度
か
ら

　
ち
ゃ
ん
と
や
る
よ

　
こ
の
会
話
は
よ
く
聞
く
が
、
こ
れ
が

「
ダ
ブ
ル・
バ
イ
ン
ド（
二
重
拘
束
）」的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。つ
ま
り
子
供
に

と
っ
て
返
事
を
し
な
け
れ
ば
叱
ら
れ
、

何
か
返
事
を
し
て
も
叱
ら
れ
る
。追
い

込
ま
れ
る
だ
け
の
子
供
は「
服
従
す
る

し
か
な
い
」と
観
念
す
る
。こ
れ
で
は
精

神
的
に
追
い
込
ま
れ
、
体
ま
で
も
壊
し

て
し
ま
う
。そ
こ
で
少
し
質
問
の
仕
方

を
変
え
る
と
、（
子
供
の
返
事
は
省
略
）

▼
昨
日
は
や
る
時
間
が
な
か
っ
た
ん
だ

▼
昨
日
、
何
し
て
た
っ
け
？

▼
忙
し
い
な
。大
変
だ
っ
た
ん
だ
ね

▼ （
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
返
事
を
受

け
）そ
う
か
、
や
ら
な
い
と
い
け
な

い
こ
と
は
わ
か
っ
て
る
ん
だ

▼ 

そ
し
た
ら
、
い
つ
や
っ
た
ら
良
か
っ

た
か
、
考
え
て
み
よ
う
か

　
こ
の
よ
う
に
、
一
緒
に
考
え
る
コ

ミ
ュ
ー
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
一
つ
の
方

法
。質
問
の
仕
方
に
は
細
心
の
注
意
を
。

子
育
て
に
失
敗
し
た
私
か
ら
！
　

　（
青
木
）

ときめき
トリビア

No.58

ダブル・バインド

『明治から昭和の絵葉書㈠』

ちょっと

気になる街角

vol.15

東金市教育委員会生涯学習課

☎ 0475-50-1187

パワーアップを図るべく日々奮闘している『ときめき』では、皆さんからのお便りをお待ちしています。ご意見、ご感想、ご要望など何でも結構です。
皆さんのお便りこそが編集部のパワーの源。素敵なプレゼントを用意しております。それではまた次号でお会いしましょう。
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賞品提供 :　　　 東金文化会館、　　　 山武市成東文化会館のぎくプラザ

ときめきは再生紙を使用しています。

（東金市が、この広告における企業、製品、サービス内容等について推奨するものではありません）

あ
て
先

応
募
方
法

ご希望の賞品番号とあなたの氏名、住所、郵便番号、
電話番号、本誌を入手された場所と本誌への感想、差
支えなければ年齢と職業も書いてハガキ、ＦＡＸ、Ｅメー
ルでご応募ください。締め切りは10月31日（火）消印
有効。結果の発表は当選者への発送をもって代えさせ
ていただきます。

〒283-8511 東金市東岩崎1-1
東金市生涯学習課

『ときめき vol.84』プレゼント係
TEL 0475-50-1187
FAX 0475-50-1294
E-mail syogai@city.togane.lg.jp

メールアドレス

たくさんの応募
待ってまーす

Presentプレゼント
34名様に

東金 山武

©MATHIAS 
BOTHOR

©Beintà a 
Torkilsheyggi

12月17日（日）
15：00開演

2組4名

7
山武

5組10名

東金文化会館四季彩（いろどり）コンサートー冬ー
TO-BUN クリスマスコンサート2

12月23日（土・祝）
14：30開演17：00開演

東金
2組4名

東金文化会館開館30周年記念事業
東金青年の家開所45周年記念事業
深沢亮子 ピアノ・リサイタル
～管楽器と共に～

3

2018年1月28日（日）
14：00開演

東金
2組4名

共催事業　第12回
明治大学マンドリン倶楽部
東金チャリティーコンサート

1

11月23日（木・祝）

東金

11月17日（金）
19：00開演

2組4名

サロンコンサートvol.186
中島あきは JAZZ　LIVE4

山武

11月23日（木・祝）
15：00開演

2組4名

5
山武

11月25日（土）
上映時間　第1回　10：00〜
　　　　　第2回　14：00〜

2組4名

6
山武

エスペン・バルグ・トリオ
with シリエ・ネルゴール
プレミアム・ジャパン・ツアー2017

映画
「湯を沸かすほどの
　　　　　　熱い愛」

クリスマスホリデー

東
金
市
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
と
っ
ち
ー
」

syogai
テキスト ボックス
※応募の受付は終了しています。




